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目標年次の2015 年までに整備着手へ
平
成
１０
年
１１
月
以

来
、
二

〇
一
五
年

を
目
標
年
次

と
し
た
「
東

京
圈
に

お
け
る
高
速
鉄

道
を
中
心

と
す

る
交

通
網
の
整
備

に
関
す

る
基
本

計
画
に

つ

い
て
」
を
審

議
し
て
い

た
運
輸
政
策

審
議
会
は

、
１

月
2
7日

、
東
京
1
1

号
線
（
地
下
鉄

半
蔵
門
線

）
の
松
戸
へ

の
延
伸
な

ど
を
盛
り

込
ん
だ
答
申

を
発
表
し

ま
し

た
。

答
申
の
中
で

東
京
１１

号
線
（
地
下

鉄
半
蔵
門
線

）
の
松
戸

ま
で
の
延
伸

が

「
目
標
年
次

の
二
〇
一

五
年
ま
で

に
整
備
着
手

す
る
こ
と
が

適
当
な

路

線
」
と
し
て
位

置
付
け

ら
れ
ま
し
た

。

交
通
計
画
課
 
3
6
6・
7
3
1
2

※
現
在
、
東
京
1
1
号
線
は
二
子

玉
川
園
～

渋
谷
～
水

天
宮

前

間
で
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

答

申

の

主

な

内

容
（
松

戸

関

係

）

▼
東
京
1
1号

線
の
松
戸

ま
で

の
延

仲

（
二

〇
一
五
年

ま
で
に
着
手
）

東
京
1
1
号
線
の
松
戸
延
伸
に
つ
い

て
は
、
昭
和
6
0年
運
輸
政
策
審
議
会

答
申
第
７
号
に
お
い
て
「
常
磐
線
の

混
雑
緩
和
と
沿
線
地
域
の
活
性
化
に

寄
与
寸

る
路
線
と
し
て
水
天
宮
前
か

ら
松
戸
ま
で
延
伸
す
べ
き
路
線
」
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
で

す
。

東
京
1
1
号
線
は
現
在
、
水
天
宮
前

・
押
上
間
に
お
い
て
帝
都
高
速
度
交

通
営
団
に
よ
り
、
平
成
1
5年

春
の
開

業
を
目
指
し
延
伸
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
押
上
・
松
戸

間
に
つ
い
て
は
、
事
業
化
の
め
ど
が

立
た
な
い
ま
ま
、
昭
和
6
0年
７
号
答

申
の
目
標
年
次
で
あ
る
二
〇
〇
〇
年

を

迎

え

て

し

ま

い

ま

し

た

。

こ

の

間

、

常

磐

線

の

混

雑

は

若

干

緩

和

さ

れ

た

も

の

の

通

勤

・
通

学

時

の

混

雑

は

相

変

わ

ら

ず

、

混

雑

率

二

〇

〇

％

を

上

回

っ

た

ま

ま

の

状

態

で

す

。こ

う

し

た

状

況

の

中

、

平

成
1
0
年

1
1
月
に
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
新
た
な

「

東

京

圏

に

お

け

る

高

速

鉄

道

を

中

心

と

す

る

交

通

網

の
整

備

に

関

す

る

基

本

計

画

に

つ

い

て

」

運

輸

大

臣

か

ら

運

輸

政

策

審

議

会

に

諮

問

さ

れ

、

こ

の

た

び

二

〇

一

五

年

を

目

標

年

次

と

す

る
2
1
世

紀

の

新

し

い

時

代

に

ふ

さ

わ

し

い
質

の

高

い
鉄

道

不

ッ
ト

ワ

ー

ク

の

構

築

に
向

け

て

、

新

た

に

答

申

が

１
月
2
7
日

に

発

表

さ

れ

ま

し

た

。

今
回
は
、
東
京
1
1
号
線
の
松
戸
延

伸

に

と

っ

て

非

常

に

厳

し

い

状

況

で

し

た

が

、

松

戸
市

民

を

は

じ

め

沿

線

地

域

住

民

の

皆

さ

ん

の

熱

意

と

各

方

面

関

係

者

の

皆

さ

ん

の

ご
尽

力

に

よ

り

答

申

に

位

置

付

け

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

こ

の
こ
と

は
、

昭
和
6
0
年

の
答
申

に
引
き
続
き
東
京
1
1
号
線
の
必
要
性

に
つ

い
て
再

度
高
く

評
価

を
受

け
た

も

の
と

言
え

ま
す

。

▽
「
千

葉

県

北

西

部

方
面

へ

の

延

伸

」

も

検

討

さ
ら
に
、
東
京
1
1
号
線
の
松
戸
以

遠

に

つ

い
て

は

、
「
必

要

に

応

じ

、

松
戸

か
ら
千

葉
県

北
西

部
方
面

へ

の

延
伸

の
可
能

性

を
検
討

す

る
」
と
付

記

さ
れ
て

い
ま

す
。
当

該
路

線
は
千

葉
県

北
西

部
地
域

か

ら
茨
城

県
南

部

地
域

へ
と

、
沿

線
地
域

の
交

通
利

便

性

の
向
上

と
活

方
あ

る
地
域

づ
く

り

の
推
進
、
ひ
い
て
は
首
都
圏
北
東
部

地

域
の
均

衡

あ
る
発

展

に

つ
な
が
る

非
常

に
重
要

な
も
の
で

す
。

▼
都

心

と

直

結
「
常

磐

線

の
東

京

駅
へ
の
延
伸
」
（
二
〇
一
五
年
ま
で

に

開

業

）

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
東
京
駅
へ
の
延
伸

（
東

京

駅

に

お

い
て

東

海

道
線

と

相

互
直
通
運
転
を
行
う
）
も
目
標
年
次

ま

で
に

開
業

す
る
こ

と

が
適
当

で
あ

る
路
線

と
し
て

位
置

付
け

ら

れ
ま
し

た
。
こ

の
こ
と

は

、
常

磐
線
利
用

客

の
利

便

性

が
向

上

す

る

と
と

も

に

、

日

暮
里

駅
、
上
野

駅
お

よ

び
山
手
線

、

京

浜
東

北
線

の
混

雑
緩
和

に
も

大

き

く
寄
与
あ
す
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

皆さんの熱意と期待

が大きな成果へ

このほど、運輸政策

審議会において地下鉄

11 号線の重要性が再認

識され、新答申におい

て高く評価されたこと

は、このうえない喜び

です。

これもひとえに松戸市民をはじめ沿線住民の

熱意と関係者各位の力強いご支援とご尽力によ

るもので、あらためて感謝申し上げます。

今後、具体化に向け、関係機関と連携を図り

つつ、諸課題の解決に努めるとともに、市民の

皆様と一丸となって今まで以上に努力してまい

りたいと思います。

松戸市長

一
茶
・
立
砂
俳
句
大
賞
が
決
定

一
茶

・
立
砂

俳

句
大
会

は

、
俳
句

に
造
詣
が
深
く
、
小
林
一
茶
の
俳
句

活
動

を
支

援
し

た
馬
橋

の
油
屋

・
大

川
平

右

衛
門

（
俳
号

・
栢
日

庵
立
砂

～
一
七
九
九
）
の
没
後
二
〇
〇
年
を
記

念
し
て
、
俳
句
を
通
し
て
松
戸

の
歴
史

や
自
然
に
親
し

ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う

開
催
し
ま
し
た
。

応
募

総
数
五
百

五
点

の
中

か
ら

厳

正

な
る

審
査

の
結
果

、
入
選
四

十

八

作

品

が
決
定
し

ま
し
た

。

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
 
3
6
6
・
7
3
2
7

▼
テ
ー
マ

部
門

（
二
十

句
一

組
）

大
賞
：
平

松
久
子

氏

「
秋
澄

む
」

①

山
門
に
人
待
つ
紅
葉
明
り
か
な

②
江
戸
川
の
雨
し
ろ
が
ね
と
な
り
て
冬

③

露
座
仏
の
顔
み
な
丸
き
小

六
月

④
花
蘆
の
揺
れ
て
舳
先
の
向
き
変
る

⑤
回
廊
に
消
火
器
二

本
秋
彼
岸

⑥
貝
塚
へ
勾
配

ゆ
る
き
雁
渡
し

⑦
音
も
な
ぐ
散
り
紅
萩
の
嵩
を
な
す

⑧
切
岸
の
草
樹
の
昏
き
秋
半

ば

予想以上の多

くの応募句の中

から、テーマ部

門で一茶・立砂

俳句大賞に輝い

た平松久子さん

の作品は、平明

で、穏やかな詠

いぷりの中に、

松戸という土地

人口と世帯　1月1日現在

465,420 人 ［+  132]

235,416 人 ［＋　261

230,004 人 ［＋1061

181,270 世帯［＋　26 ］

人口

男

女

世帯

⑨
彫
深
き
句
碑
や
冬
日

の
照
り
か
げ
り

⑩
貝
塚
の
貝
眠
ら
す
る
木

の
実
雨

⑪
鵙
高
音
廊
の
奥
ま
で
日
の
匂
ひ

⑫
道
草
の
子
に
ま
ん
じ
ゅ
し
や
げ
ま
ん

じ
ゆ
し

や
げ

⑬
濡
縁
に
風
の
音
聴
く
一
茶
の
忌

⑭
ダ
花
野
木
橋
に
溜
ま
る
靴
の
音

⑮
堀
割
の
水
の
透
き
ゐ
る
夕
あ
き
つ

⑯
子
が
貨
車
を
数
え
て
秋
の
夕
焼
か
な

⑰
「
渡
し
」
て
ふ
昔
を
今
に
花
芒

⑱
川
暮
れ
て
溝
そ
ば
の
花
明
り
か
な

⑲
川
霧
の
晴
れ
て
渡
舟
の
幟
旗

⑳
秋
澄
む
や
句
を
詠
み
縁
ひ
ろ
ご
れ
り

淮
大

賞
…

時
季

出
布
子

氏

「
森

の
星

座
」

へ 向 け る 作 者 の 憧 憬 が 淡 々 と 詠 わ れ

て い ま す 。 ま た 、 雑 詠 部 門 １ｲ立 の 長

谷 川 守 可 さ ん の 作 品 に は 、 暮 ら し に

根 ざ し た 機 微 の う つ ろ い が 透 明 感 を

もって描かれています。

そのほかにも 、寄せられた作品に

は、多くの佳句がありました。

一年間にわたり、この大会を支え

てくださった関係者や応募者の皆さ

んに深く感謝いたし ます。

主 な 内 容　

坂 川 シ ン ポ ジ ウ ム を 開 催　　 ②

市 ・ 県 民 税 の 申 告 は お 早 め に ③

み ん な で 支 え る 社 会 の 輪

ス タ ー ト は20 歳 国 民 年 金　 ④

スタートは40歳介護保険　⑤

情 報 チ ャ ン ネ ル　　　　　 ⑥ ⑦

運
輸
政
策
審
議
会
が
答
申

束
京
1
1号
線
（
地
下
鉄
半
蔵
門
線
）
の
松
戸
延
伸

大会実行委員長

増成栗人さん

▼
雑
詠
部
門
（
二
句
一
組
）

市
長

賞
…
長
谷
川
守
可
氏

①
春
分
や
祖
母
の
名
残
る
鯨
尺

②
透
き
と
お
る
水
に
翳
あ
り
と
こ
ろ
て

ん議
長
賞
…
佐
藤
直
行
氏

①
子
の
心
あ
る
時
遠
く
秋
灯
下

②
冬
銀
河
梯
子
が
お
り
て
来
そ
う
な
夜
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清流ルネッサンス21 魚のすめるきれいな坂川を目指して

栄町・古ヶ崎を中心に河川愛護団体と

して活躍している「坂川に清流を取り戻

す会」が、昨年に引き続き、シンポジウ

ムを開催します。

皆さんのご参加をお待ちしています。

［ 川をきれいにする課 336-1152

私 た ち が 研 究 発 表 し ま す ！

(新松戸西小学校の6年生の皆さん)

身近な自然環境を知るうと、6年生が5つの

グループに分かれ､ 坂川の汚れや生物・植物、

新松戸の空気や土についてテーマを決めて観

察・実験・測定を行いました。本に載ってい

た実験方法を試したり、釣りをしている人か

ら魚を見せてもらったりと取り組み方法はさ

まざまでしたが、いろいろな発見もあって面

白かったです。

シンポジウムでは、皆さんにも坂川や新松

戸の自然環境を知ってもらえたらいいなと、

発表の準備を進めています。

日 時…２月13 日（日）午後1 時～3

時 （午後O 時30 分開場）

会場…市民会館

内容…1 部＝①新松戸西小学校

の児童による坂川の研究発表

②坂川に清流を取り戻す会会員

による劇「水戸黄門坂川の巻」

③環境講演（ペギー葉山さん）

2部＝清流コンサート（出演ペギ

ー葉山さん）

定員…当日先着1,000 人

費用…無料

「清 流コ ン サー ト」 に出 演

するペ ギ ー葉 山さ ん

プロフィール…昭和27

年デビューし、「学生時代」

「ドレミの歌」などとヒット

曲多数。平成7年には紫

綬褒章を受賞している。

提

供

会

員
ｔ
募

集

（
ま
つ
ど
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

ー
セ
ン
タ
ー
）

「
ま

つ

ど

・

フ

ァ

ミ

リ

ー
・

サ

ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
と
は
」

育

児

の
援
助

を
行

い
た

い
人

（
提

供
会

員
）

と
育
児

の
援

助
を
受

け

た

い
人

（
利

用
会
員

）

か
ら
な

る
相
互

援
助

活
動

に
よ

る
会
員

組
織

で
す

。

地
域
の
よ
り
身
近
な
人
同
士
で
お

子

さ
ん
を

預
け

た
り

、
預
か

っ
た
り

が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

提

供

会

員

を

募

集

し

ま

す

提
供
会
員
は
育
児
援
助
活
動
に
理

解
と
熱
意
が
あ
る
市
内
在
住
の
健
康

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は

定
期
整
備
の
た
め
休
業
し
ま
す

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
ス
ポ
ー
ツ

施
設
と
六
実
高
柳
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
ふ
ろ
の
み
）
は
、
定
期
整
備
の

た
め
次
の
期
間
は
休
業
し
ま
す
。

◆
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内

ス

ポ
ー
ツ
施
設

○
温
水
プ
ー
ル

２
月
2
1日

～
３
月
1
3日

五 香 立 体 交 差 工 事 に 伴い 。

一 部 車 線 が 変 更 にな り ます

新京成電鉄五香第1号踏切と県道松戸鎌ヶ谷

線の立体交差工事の進ちょくに伴い、一部車線

変更、一部交通規制となります。ご協力をお願

いします。

工事場所…松戸市五香一丁目～常盤平地先

期間…2月下旬～平成13 年3月末日予定

千葉県東葛飾都市計画事務所 0471-67-

1204

な
人
で
あ
れ
ば
、
特
に
資
格
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

入
会
に
際
し
、
入
会
説
明
会

お
よ

び
活
動
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
身

に
付
け
る
た
め
、
基
礎
研
修
会
に
参

加
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
つ
ど
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

ー
セ
ン
タ
ー
 
3
3
0
・
2
9
4
1

◆ 基礎研修 会（提供会員）◆

日時…2月８日午前9時30分～午後5畤

会場…女性センターゆうまつど（本町14の10）

研修内容…相互援助活動の基本・交流会・

事例研究会

◆入 会説明会◆

提供会員 ・利用会員共に 、毎月第3 火 曜

日午後3時から、女性センターゆうまつど

で開催しています。

直接または電話で、まつどファミリー・サ

ポート・センター 330-2941  (月～土曜日

の午前9 時～午後5 時）へ

高等学校入学資金を
お貸しします

対
象

：
①
経
済
的
な
理
由

に
よ
り

高
校

（
高
等

専
門

学

校
を
含

む
）

入
学
が
困
難
な
世
帯
②

成
績
良
好
、

品
行

方
正

で
出

身
中

学
校
長

が
推

薦
し

た
健
康
な
生
徒

③
保
護
者

が

松
戸
市

の
住
民

基
本
台
帳
に

一
年

以
上

登
録

さ
れ
て
い
て
、
引
き
続

き
市
内
に

居
住
し
て

い
る
④
市
内

に
居
住
す

る
確
実
な

連
帯

保
証
人

が
得

ら
れ
る
こ

と
（
理
由

に
よ
っ

て
は
市
外
居
住
者
を
可
）

貸
付

額
…
公
立

八
万
円
、
私
立
三

十
万
円
、
併
願
十
四
万
円

募
集

期

限

：
３

月
1
0日
　

＊
合
格
決
前
で

も
申
請
で
き
ま

す
。

Ｏ
体
育
室

２
月
2
1
日
～
３
月
６
日

◆
六
実
高
柳
老
人

福
祉

セ
ン

タ
ー

Ｏ
ふ
ろ

２
月
2
1
日
～
３
月
1
0
日

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
ス
ポ
ー
ツ

施
設
 
3
8
5
・
７
１
０
〇
、
六
実
高
柳

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
 
3
8
6
・
3
4
7
8

１月29 日 から初富飛地、日暮の一部および牧の原の一部の

町名地番が変わりました。

変 更 地 区 初富飛地、日暮の一部および牧の原の一部

新　町　名 五香西四丁目・五香西五丁目・五香西六丁目

歯

を

大

切

に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
七
十
一
　
歯
周
病
と
全
身
の
関
係

中

高
年

で
歯

を
失
う

原
因

の
多

く

は
歯
周

疾
患
だ
と

い
う
こ
と

は
、

ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

中

年

期
以

降

で
、
残

存

歯
の
状

態
を
日

本
と
米

国
で
比
較
す

る
と

、

四

十
歳
代

ま
で

は
日

本
人

の
方

が

喪
失

歯

が
少

な
い
の

で
す

が
、
五

十

歳
を

超
え

る
と
口

本
人

の
喪
失

歯

は
突

然
多
く

な
り

、
八
十

歳

の

時

の
平
均

残
存

歯
数

は
米
国

人

の

十
五

本

に
対
し

て
日

本
人
で

は
四

～

五

本

に

な

っ
て

し

ま

い
ま

す

。

日

本
人

の
平
均

寿
命

は
戦

後
大

き

ぐ
伸

び
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら

ず
、

歯

の
状
況

は
三

十
年

間
ほ

と
ん

ど

変

わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。

歯
周

病
は
進

行
し

て
か

ら
で

は

治
癒
が
難
し
い
た
め
、
口
の
中
を

常

に
清

潔
に
し

、
歯

周
病

菌

が
増

え

な

い
よ
う

に
し
て

お
く
こ

と

が

大

切
で

す
。

そ
れ
と

同
時

に
生
活

習

慣

や
環
境

な
ど
も

大
き

な
影
響

を

与
え

、
喫
煙

、
糖

尿
病

、
降
圧

剤

の
服

用
な

ど
は
歯

周
病

に
か

か

り

や
す
く

な
る
要
因
と
な
り
ま
す
。

内
科

の
病

気
に

は
、
糖

尿
病

や

高

血
圧

の
よ
う

に
症

状

の
軽

い
う

ち

は

病

気

の
自

覚

症

状

の

な

い
、

い
わ

ゆ
る
サ
イ

レ

ン
ト
疾

患
と
呼

ば
れ
る
も
の

が
多
く

あ
り
ま

す

が
、

歯
周
病
も
同
じ
サ
イ
レ
ン
ト
な
疾

患

と
言
え

ま

す
。
痛

く
も

痒
く

も

な

い
の
で
積

極
的

な
予
防

対
策

が

お
ろ
そ

か
に

な
り

、
症
状

が
悪

化

し

て
初

め
て

治
療

を
受
け

る
こ

と

が
多
く

な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

し

か
し
、

糖
尿
病

や
高

血
圧

と

同

様

に
歯
周

病
も

ま
た
自

己
管

理

を
き
ち

ん
と

す
れ

ば
予

防
で

き
る

病

気
で

、
毎

日
の

生
活

の
あ
り

方

が
そ

の
発
症

に
関

係
す

る
、
生

活

習

慣
病

の
一
つ
と

い
え
ま
す
。

日

本

で
は

糖
尿
病

の
患

者
数

は

約

七
百
万

人
で

、
予

備
軍

を
含

め

る
と
千
四

百
万

人
と

も

い
わ
れ
て

い
ま
す

が
、

現
実

に
糖
尿

病
と
し

て

治
療

を
受

け
て

い
る
人

は
二
百

数
十
万
人
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の

あ
た
り

も
歯

周
病

の
状
況

と
よ

く

似
て

い
ま
す

。
ま
た

、
過

労
や
睡

眠
不
足
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
も
歯
周

病
の
罹

患
率

を
高

め
る
重
要

な

ポ

イ
ン
ト

と
な
っ
て

い
ま

す
。

米
国

で
は

最
近

、
未
熟
児

の
出

産
と
母

体

の
歯
周
病

と

の
関
係

が

大
き
く
取

り

上

げ
ら
れ

、
未

熟
児

を
出

産
し
な

い
た

め
に
歯

周
病

を

治
療
す
る
と
い
う
考
え
も
出
て
き

て

い
ま

す
。

妊
娠

す
る
と

胎
盤

か

ら
ホ
ル

モ
ン

が
多
く

分
泌

さ

れ
る

よ
う

に
な
り

ま
す

が
、

囗
の
中

の

あ
る
種

の
細

菌

が
こ

の

ホ
ル
モ

ン

の
た

め
に
爆

発
的

に
増
殖

し
、

こ

の
菌

の
出
す

毒
素

が
血
液

中
に
入

り
込

む
こ
と

で
障
害

を
起

こ
す

と

い
う
こ

と

が
分
か

っ
て

き
た
か

ら

で
す

。
ま
た

、
最
近

心

臓
病

や
肺

炎
等
と

歯
周

病

の
因

果
関

係

が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

実
際
心

臓

や
呼
吸

器
の

疾
患
に

つ

い
て

も
歯
周

病

の
人
は

歯
周
病

の

な

い
人

に
比

べ
て

、
そ

の
罹
患

率

が
四
～

五
倍

に
な

っ
て

い
る
と

い

わ
れ
ま
す
。

こ

の
よ
う

な
背

景
で

、
米
国

や

北
欧

で
は

バ
ラ
ン

ス

の
取

れ
た

食

事
、

規
則
正

し

い
生
活

、

フ
ッ
素

の
使

用
、
定

期
的

な
歯

科
医

院
で

の
チ

ェ
ッ

ク
等
と

い
っ
た
予
防

策

を
国

民
に
徹

底
し

て

い
ま
す

。
こ

れ
を
実

践
し
て

い
る
か
ど
う
か

が
、

日
米

の
残
存

歯

の
差
に

な

っ
て

い

る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

（
松
戸

歯

科
医

師
会
）

町名・地番が変わりました

坂川シンポジウムを開催



広報まつど 2000年(平成12年)2月5日

市
・
県
民
税
の
申
告
は
お
早
め
に

申
請
期
間
は
２
月
1
6
日
～
３
月
1
5
日
で
す

住
民

税
の
申

告
を

す
る
人

：
平

成
1
2

年
１
月

１
日

現
在

、
市

内
に
住

ん
で

い
て
、
平
成
1
1
年
中
に
所
得
が
あ
っ

た
人

や
退

職
し
た

人
な

ど

※
所

得

が
な
く

、
ど

な
た

の
扶
養

に

も
な

っ
て

い
な

い
人

も
、

申
告

が

必

要

で

す

。

申
告

を

し

な

い
と

、

各

種
手

続
き

に
必
要

な
証
明

書
等

の
交
付

が
受

け
ら

れ
ま
せ

ん
。

申

告
を
し

な
く
て

も
よ

い
人
…

給
与

所

得

の
み

で
、
勤

務
先

か
ら
給

与

支

払
報

告

書

が
市

役

所

に

提
出

さ

れ
、

住
民

税

が
天

引

き
さ

れ
る
人

（
勤

務

先
で

確
認
し

て
く

だ

さ

い
）
　・
所

得

税

の
確

定
申

告
書

を
提
出

す

る
人

※
給

与
所

得
以
外

の
所

得

が
二
十
万

円

以
下

の
人

は
、
確

定
申

告

の
必

要

は
あ

り
ま
せ

ん

が
、
市

・
県

民

税
（
住
民
税
）
の
申
告

は
必
要
で
す

。

準
備

す
る

も
の

：
①

収

支

の
分

か
る

帳
簿

な

ど
②

源
泉

徴
収

票

・

給
与

支
払

明

細
書

・
支

払
調

書
な
ど
③
平
成
1
1
年
中
に
支

払

っ
た
健

康

保
険

料

・
国

民

年
金

保
険

料

・
生

命

保

険
料

・
損

古

保
険

料

・
医
療

費

な

ど

の
領
収

書

ま

た
は
証

明

書

④
印
鑑
⑤
配
偶
者
の
収
入
が

分
か

る
も

の

受
付

日

時

：
２

月
1
6
日

～

３
月
1
5
日

水

、
午
前

８

時
3
0

分
～

午

後
５

時

（
土

・
日

曜

３
月
　定
例
市
議
会
開
催
予
定

平成12 年松戸市議会3月定例会は 、３月１日 から

27日(月)まで開催される予定です。

請願・陳情は、2月21日(月)午後5時までに提出して

ください。

※傍聴される際は、日程をあらかじめ確認してくだ

さい。
市議会事務局議事課 366-7382

日
を
除
く
）

受
付
場
所
：
市
役
所
本
館
二
階
大
会

議
室
・
各
支
所
（
た
だ
し
３
月
１
日

か
ら
常
盤
平
・
新
松
戸
・
小
金
原

支
所
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
に
な
り
ま

す
）

※
郵
送
に
よ
る
申
告
も
受
け
付
け
ま

す
が
、
申
告
書
に
必
ず
電
話
番
号

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
控
え
が

必
要
な
人
は
、
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
）
。

※
期
間
中
は
駐
車
場
が
大
変
混
雑
し

ま
す
。
車
で
の
来
庁
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

市
民
税
課
 
3
6
3
・
7
3
2
2

地
方

自
治
法

第
二

百
四

十
二

条
第

一
項

の
規
定

に
棊

づ
き

、
平

成
1
1
年

1
0月
2
5
日
付

け
を

も

っ
て

提
出

さ

れ

た

「
松

戸
市

職
員

措
置
請

求
書

」
に

つ

い
て

、
同

条
第
三

項

の
規
定

に
よ

り

、
監

査
を

実
施
し

た

の
で
、

そ

の

結
果

の
概
要

を
次

の
と

お
り
公

表
し

ま
す

。

平
成
１
１
年
１
２
月
1
5
日

松
戸
市
監
査
委
員
　
　

中
西

務

同
　
　
　
　
　

川
村
幸
信

同
　
　
　
　

石
井

弘

同
　
　
　
　
　
　

藤
井
弘
之

１
請
求
の
要
旨

平

成
1
0年
度
の
松
戸
重

立
小
金
北

中
学
校
に
関
す
る
研
修
費
の
予
算
執

行
に
お
い
て
、
偽
造
領
収
証
を
行
使

し
、
公
金
を
横
領
し
て
い
る
も
の
が

あ
り
、
違
法
・
不
当
で
あ
る
。

所
得
税
等
の
確
定
申
告
は

申 告書 は自 分 で書い て早 めに 提出

確定申告書等は 、ご自分で正し＜作成し 早

期に提出していただくよう 、お願いし ます。

税務署では、自分で確定申告書等を作成す

る人のために記載方法のアドバイスを行って

います。お越し の際には、使い慣れた「計算

器具」や「筆記具」などをご持参＜ださい。

松戸税務署 363-1171

(
１
)
Ａ
教
諭
が
提
出
し
た
二
万
千
三
百

二
十
円
の
領
収
証
の
発
行
者
㈲
甲

店
は
、
平
成
７
年
８
月
７
日
に
㈱
甲

商
会
に
組
織
変
更
の
後
、
同
年
８
月

1
4日
に
閉
鎖
登
記
さ
れ
て

い
る
。
そ

の
よ
う
な
会
社
の
領
収
証
が
あ
る
は

ず
が
な

い
。

(
２
)
Ｂ
教
諭
が
提
出
し
た
一
万
三
千
二
百
二
十
五

円
の
領
収
証
の
発
行
者
は

㈱
甲
商
会
で
あ
る
が
、
既
製
領
収
証

に
ゴ
ム
印
を
押
し
た
も
の
で
、
社
判

が
な
い
。

(
３
)
Ｃ
教
諭
が
提
出
し
た
四
千
七
百
六

十
円
の
領
収
証
の
発
行
者
も
㈱
甲
商

会
で
あ
る
が
、
金
額
が
訂
正

さ
れ
て

お
り
、
無
効
で
あ
る
。

(
４
)
Ｂ
教
諭
が
提
出
し
た
六
千
六
百
七

十
円
の
領
収
証
の
発
行
者
も
㈱
甲
商

会
で
あ
る
が
、
検
印
と
取
扱
者
印
が

な
く
、
そ
の
一
方
で
日
付
に
訂
正
印

が
あ
っ
た
り
と
不
目
然
で
あ
る
。

救済措置があります

住

宅
金

融
公

庫
で

は
、
公

庫
住

宅

ロ
ー
ン

の
返
済

が
困

難

な
人

に
、
返

済
方
法

の
変

更

な
ど

の
返
済

相
談

を
行

っ

て

い
ま
す

。

返

済

相
談

の
結
果
を

踏

支

え

、
勤
務

先

の
倒
産

な
ど
で

返

済

が
困

難
に

な

っ
て
お
り

一
定

の
要

件
に

当
て

は
ま

る

人

に
つ

い
て

は
、
返

済
期
間

を

最

長

十

年

延
長

し

ま

す

。

さ
ら
に
必

要

に
応
じ

て
三
年

間
の
元
金
措
置
期
間
の
設
定

お

よ

び
措
置
期

間
中

の
五
％

ま

で

の
金

利
引

き
下

げ
を
行

い
ま
す

。

公
庫
住
宅
ロ
ー
ン
の

返
済
が
困
難
な
人
へ

(
５
)
他
に
証
拠
と
し
て
提
出
す
る
領
収

証
は
七
点
で
あ
る
が
、
検
印
と
取
扱

者
印
が
な
く
、
領
収
証
は
偽
造
と
思
わ
れ
る

。

２

監
査

の
結
果
（
監
査
委

員

の
判
断

）

(
１
)
請
求
の
要
旨
(
１
)
・
(
２
)
に
つ
い
て
　

購
入

し
た

書
籍

の
領
収

証

の
紛
失

及

び
盗

難
に

よ
り

領
収
証

を
偽

造
し

た
も

の
と

判
明

し

た

が
、
こ

れ
は

、

事
務
手

続
と

し
て

は
、

極
め
て

適
正

を
欠
く

も

の
で
あ

り
、
会

計

の
基
本

と
な

る
べ
き

真
実

性
の

原
則
を

著
し

く
逸
脱

し
て

お
り

、
厳
し

い
指

摘
は

免
れ

な

い
と

し
て

も
、
実
体

的
に

は
、

書
籍

を
購
入

し
て

い
る
事

実

が
認
め

ら
れ

た
こ
と

か
ら

、
松
戸

市

に
と

っ

て
実
質

的

な
損
害

は
な

か
っ
た

も

の

と
判
断

さ

れ
る
。

(
２
)
請
求
の
要
旨
(
３
)
・
(
４
)
に
つ
い

て
領

収
証

の
領
収

金
額

、
ま
た

、
日

付

が
訂
正

さ
れ
て

い
る
件
に

つ

い
て

は
、

い
ず

れ
も
正

当
債

権
者

の
意
思

に
基

づ
き

、
㈱
甲

商
会

の
社
員

が
訂

正

印

を
押
し

た
も

の
で

あ
り

、
領
収

返

済

に

不

安

を

感

じ

て

い

る

人

は

、

早

め

に

公

庫

支

店

お

よ

び

取

り

扱

い

の

金

融

機

関

の

主

要

店

鋪

の

「
住

宅

口

ー
ン
返
済
相
談
所
」
に
ご
相

談

を

お

願

い
し

ま

す

。

な

お

、

政

府

が
昨

年

１１
月

に

決

定

し

た

経

済

新

生

対

策

に

よ

り

、

こ

の

救

済

措

置

の

期

限

が

平

成
1
3
年

３

月
3
1
日

ま

で

延

長

さ

れ

ま

し

た

。

詳

細

は

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

住

宅

金

融

公

庫

南

関

東

支

店
 
0
3
・
３
２
６
０
・
9
8
0
9

証
も
㈱
甲
商
会
が
発
行
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
し
た
が

っ
て
、
そ
の
領
収
証
は
有
効
と
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

検
印
及
び
取
扱
者
印
欄
の
取
扱
状

況
に
つ
い
て
は
、
㈱
甲
商
会
が
領
収

証
を
発
行
す
る
場
合
、
こ
の
検
印
及

び
取
扱
者
印
欄
は
全
ぐ
使
用
し
て
い

な
い
と

い
う
こ
と
が
確
認
で
き
た
こ

と
に
よ
り
、
検
印
及

び
取
扱
者
印
が

な
い
こ
と
に
対
す
る
不
信
は
理
由
が

な
い
も
の
と
言
え
る
。

以
上
の
監
査
結
果
に
基

づ
き
本
件

請
求
研
修
委
託
事
業
費
の
支
出
に
よ

り
、
松
戸
市
が
損
害
を
被

っ
た
と
す

る
事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
本

件
請
求
は
、
理
由
が
な
い
も
の
と
認

め
、
こ
れ
を
棄
却
す
る
。

※
監
査
結
果
の
全
文
に
つ
い
て
は
。

行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
が
で

き
ま
す
。

監
査
委
員
事
務
局
 
3
6
6
・
7
3
8
5

教

育
委

員

会

会

議

を
開

催

２
月
1
7日

午
後
４
時
3
0分
か
ら

会
場
京
葉

ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会

議
室

※
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
案
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
総
務
課
 
3
6
6
・
7
4
6
0

松

戸

市

国

民

健

康

保

険

運

営

協

議

会

を

開

催

２
月
2
3
日

午
後

１
時

か
ら
　

会

場

衛
生

会
館
三

階
会

議
室
　

傍

聴
定

員
先
着
十
人

※
議
題

等

は
お
問

い
合

わ
せ

く

だ
さ

い
。

当
日
正
午
～
午
後
0
時
4
5
分
の
間

に
、
直

接
国

民
健
康

保
険
課

（
市

役

所

本
館

一
階

）
へ

会
場

に

は
駐
車
場

が
あ
り
ま
せ

ん

の
で

、

バ
ス

・
電

車
等

を

ご
利

用

く

だ
さ

い
。

国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係
 
3
6
6
・
7
3
5
3

高

齢
者

保

健

福
祉

計

画

（
第

二

次

）

お

よ

び

介
護

保

険
事

業

計

画

策
定

委

員
会

を

開

催

２
月
９
日

午
後
２
時
か
ら
　
会

場
市
役
所
新
館
七
階
大
会
議
室

※
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
題
等
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
準
備
室
　
3
6
6
・
7
3
7
0

松

戸
市

個

人

情

報

保
護

審

議
会

を

開
催

２
月
1
0日

午
後
２
時
～
４
時

会
場
市
役
所
新
館
五
階
市
民
サ
ロ
ン

議
題
①
個
人
情
報
の
外
部
提
供
に
つ

い
て
②
個
人
情
報
の
新
規
保
管
・
登

録
に
つ
い
て

※
傍
聴
で
き
ま
す
。

事
務
管
理
課
 
3
6
6
・
7
3
0
7

償

却

資

産

の

申

告

は

、

お

済

み

で

す

か

償
却
資
産
の
法
定
申
告
期
限
（
1

月
3
1
日
）

が
過

ぎ
ま

し
た

。
ま

だ

、

申

告
し

て

い
な

い
人
（
個
人

・
法

人

）

は
至

急

、
申

告
し

て
く
だ

さ

い
。

な
お

、
正
当

な
事

由

が
な
く

申
告

し

な

か

っ
た

り
、
虚

偽

の
申
告

を
し

た
場
合

は
、
過

料

等
を
科

さ

れ
る
こ

と

が
あ
り
ま

す
の

で
ご
注

意
く

だ
さ

い
。固

定
資
産
税
課
償
却
資
産
係
 
3
6
6
-
7
3
2
3

市

営

住

宅

入

居

者

選

考

委

員

会

の

委

員

が

決

ま

り

ま

し

た

平

成

１１

年

１１

月
2
5
日

号

の

広

報

ま

つ

ど

で

、

松

戸

市

営

住

宅

入

居

者

選

考

委

員

会

の

委

員

を

公

募

し

た

結

果

は

次

の

と

お

り

で

す

。

松

岡

満

三

氏
（
東

平

賀

）
、

石

田

か

づ
子
氏
（
幸
田
）
任
期
平
成
1
1
年
1
2

月
2
5
日
～
平
成
1
3
年
1
2
月
2
4
日

住
宅
課
住
宅
政
策
係
 
3
6
6
・
7
3
6
6

児

童

手

当

２

月

期

分

を

支

給

し

ま

す児

童

手

当

２

月

期

分

（
1
0
～

１

月

分

）

を

指

定

預

金

口

座

に

振

り

込

み

ま

す

。

２

月
1
0
日

以

降

に

受

け

取

っ
て

く

だ

さ

い
。

対

象

①
現

況

届

を

期

間

内

に

提

出

し

、

引

き

続

き

受

給

資

格

が

あ

る
と

認
め
ら
れ
た
人
②
平
成
1
1
年
６
月
以

降

、

新

規

に

認

定

さ

れ

た

人

＊
現
況
届
未
提
出
の
人
は
、
至
急
援

護

課

へ

提

出

し

て

く

だ

さ

い

。

援

護

課

援

護

係
 
3
6
6
・
7
3
4
7

児

童
手

当

の

要

件

に

該
当

の

人

は

申
請

を

要
件
①
三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て

い
る
こ
と
②
保
護
者
の
前
年
の

所
得
が
制
限
額
未
満
で
あ
る
こ
と

支
給
月
額
第
一
子
・
第
二
子

＝
五
千

円
、
第
三
子
以
降
＝
一
万
円
（
申
請

月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
）
　
受
付
窓

口
援
護
課
・
市
民
課
・
各
支
所

援

護
課
援
護
係
 
3
6
6
・
7
3
4
7

住
民
監
査
請
求
の
結
果
を
公
表
し
ま
す
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みんなで支える社会の輪

わ
が
国
は

、
い

ま
急
速
な
高
齢
化
が
進
み
、
人

生
八

十
年

時
代

を
迎

え
老

後
を
い

か
に
過
ご
す

か

が
注
目

さ
れ
、
国

民
年

金
の

果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

き
ま
し

た
。

国
民
年

金
は
、
老
後
の
安
定
し
た
生
活
を
過
ご
す
た
め
だ
け
で
な
く
、
保
険
料

を
納

め
て
い

る
と

き
に
も
病
気
や
け
が
で
障
害
者
に
な
っ
た
り
、
配

偶
者
に
先
立
た
れ
た
と
き
な
ど
に
基
礎
年

金
を
支

給
し
て

、
経
済
的

な
支
え
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
二

十
歳
を
越
え
た
す
べ
て
の
国
民
が
協
力
し
、
将
来
の
生
活
を
支
え
合
う
制
度
で

す
。国

民
年
金
課
 
3
6
6
・
7
3
5
2加

入

は

Ｑ
加
入
手
続
き
を
し
て
い
な

い

の

に

国

民

年

金

手

帳

が

送

ら

れ

て

き

ま

し

た

が

？

Ａ

加

入

の

届

け

出

を

す

る

よ

う

に

通

知

し

ま

し

た

が

、

届

け

出

が

な

か

っ

た

の

で

強

制

加

入

被

保

険

者

と

し

て

年

金

手

帳

や

納

付

書

を

送

り

ま

し

た

。

未

加

入

の

ま

ま

で

す
と

、

将

来

年

金

が
受

け

ら

れ

な

く

な

る

恐

れ

も

あ

り

、

国

民

と

し

て

保

険

料

を

納

め

る

義

務

を

果

し

て

い
な

い

こ

と

に

な

り

国 民 年 金 に は 国 民 全 員 が 加 入 し ま す

対象は日本国内に住む２０歳以上６０歳未満の人

第 一 号 被 保 険 者

厚 生 年 金 や 共 済 組 合 に 加 入 し て い な い 自 営 業 者 、

農 林漁 業 者 、自 由 業 者 等 と そ の 家 族 お よ び学 生

第二 号 被 保 険 者

現 役 の 給 与 所 得 者 等 厚 生 年 金 保 険 の 被 保 険 者 や

公 務 員 等共 済組 合 の 組 合 員　　　

第三 号 被 保 険 者

給与所得者(厚生年金や共済組合加入者）に

扶 養さ れ てい る 配 偶 者

★学生も国民年金に加入しなければなりません

20歳以上の学生は強制加入です。これは20歳に

な っ て も 国 民 年 金 に 加 入 し て い な い と 、将 来 満 額

の 老 齢 基 礎 年 金 が受 け ら れ な か っ た り 、万 一 在 学

中 の け が や 病 気 で 障 害 に な っ た と き に 障 害 基 礎 年

金 が 受 け ら れ な い 、と い っ た こ と が な い よう に す

る た め で す 。 20 歳 にな っ た ら 加 入 手 続 き をし て ＜

ださ い 。　

介護保 険制 度の 概略( 原則として)

○介護保険に加入するのは４０歳以上

の人です。

○保険料は所得に応じて決まります。

○サービスが受けられるのは、６５歳

以上で介護を必要とする寝たきりお

よび痴ほうの人と､４０歳から６４歳

までの特定疾病の人です。

○サービスを利用するときは、市で設

置した介護認定審査会に要介護認定

を申請します。

○介護認定審査会で認定した要介護度

に応じて在宅サービスと施設サービ

スが受けられます。

○利用者は、掛かった費用の一割を負

担します。

わが国では急速な高齢化とともに、介護が老後の

最大の問題となっています。

介護が必要となっても、家族の力を借りて、でき

る限り自立し、尊厳を持った生活ができることはみ

んなの願いです。しかし、現実には家族だけで介護

を行うことは非常に困難です。

｢介護保険制度｣ は、介護を社会全体で支え、利

用者の希望を尊重した総合的なサービスの仕組みを

つくることを目的に、平成12年4月1日から開始され

ます。

介護保険準備室 366-  7370 

かかりつけ医について

介護保険 制度では 、かかり つけ医 が重

要となり ますので 、日ごろ から自宅の近

く にかかり つけ医を決 めておくこ とを心

掛けてく ださ い。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
人

6
5
歳
以
上
の
人
で
、
寝
た
き
り
・

痴
ほ
う
な
ど
で
常
に
介
護
を
必
要

と
す
る
状
態
の
人
、
ま
た
は
常
時

介
護
は
必
要
な
い
が
家
事
や
身
支
度

等
の
日
常
生
活
に
支
援
が
必
要
な
状

態
の
人
で
す
。

4
0歳
以
上
6
5歳
未
満
の
医
療
保
険

加
入
者
の
人
は
、
初
老
期
痴
ほ
う
・

脳
血
管
疾
患
な
ど
の
加
齢
に
伴
う
特

定
疾
病
の
た
め
6
5歳
以
上
の
人
と
同

様
の
介
護
ま
た
は
支
援
が
必
要
な
人

で
す
。

利
用

者

負

担

介
護

保
険

の
サ

ー
ビ
ス

を
利

用
し

た
場

合
、
利
用
者

は
掛

か
っ
た
費

用

の
一
割

を
負
担
し

ま
す

。
ま
た
、

施

設
入

所

の
場
合

、
食
費

は
医

療
保

険

と
同

様
に
利
用

者
が
負
担
し
ま
す
。

な
お
、
負

担

が
高
額
に

な
る
と

き

に
は

、「
高

額
介
護

サ

ー
ビ
ス
費
」
が

支
給

さ
れ
ま
す

。

介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合

ま
す
。
ま
た
、
他
の
加
入
者
と
の
公

平
性
を
欠
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
加
入
手
続
き
を
と
り
ま
し
た
。

国
民
年
金
は
二
十
歳
か
ら
六
十
歳

に
な
る
ま
で
の
期
間
加
入
し
て
、
保

険
料
を
納
め
、
そ
の
時
の
お
年
寄
り

を
支
え
、
や
が
て
自
分
が
年
を
と
っ

た
と
き
に
、
若
い
世
代
に
支
え
て
も

ら
う
と
い
う
世
代
と
世
代
が
助
け
合

う
制
度
で
す
。

希
望
す
れ
ば
加
入

で
き

る
人

も
い

ま
す
（
任
意
加
入

者
）

六
十
歳
以
上
の
人
も
任
意
加
入
で
き
ま
す

六
十
歳
に
な
る
ま
で
に
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間

を
満
た
す
こ

と
が
で
き
な
い
人
は
、
六
十
五
歳
に

な
る
ま
で
加
入
し
て
不
足
期
間
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
年

金
額
を
増
や
す
た
め
に
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

六

十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
人

の
任
意
加
入
（
特
例
）

昭
和
3
0年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ

の
人
で
、
六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
は
、
七
十
歳
に
な
る
ま
で

の
間
、
受
給
権
を
得
る
ま
で
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

は

、

手

続

き

が

必

要

で

す

。

①

本

人

や

家

族

等

が
市

役

所

・
各

支

所

、

ま

た

は

各

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

へ
要

介

護

認

定

の

申

請

を
し

ま

す

。

②

市

の

職

員

な

ど

が
訪

問

し

、

食
事

や
入
浴
、
排
せ
つ
な
ど
八
十
五
項
目

に

わ

た

る

身

体

状

況

や

医

療

に

つ

い

て

の
調

査

を

し

ま

す

。

↓

そ

の

調

査

結

果

を

全

国

一
律

の

基

準

で

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

ー

に

よ

る

一

次

判

定

を

行

い

、

か

か

り

つ
け

医

の
意

見
書
っ
を
も
ら
い
ま
す
（
一
次
判
定
）
。

↓③
市
の
介
護
認
定
審
査
会
に
お
い
て
、

一
次
測
定
の
結
果
、
特
記
事
項
、
か

か
か
り
つ
け
医
の
意
見
書
を
参
考
に
、

要
介
護
状
態
か
否
か
、
お
よ
び
そ
の

程

度

を

判
定

し

ま

す

（
二

次

判

定

）
。

↓④
自
立
・
要
支
援
・
要
介
護
（
五
段

要介護認定の新基準

状態区分 目 安 と な る 心 身 の 状 態 （ 例 ）

要支援 基本的に日常生活能力はあるが、身の回りの世話の一部に介護が必要

要介護1 立ち上がり・歩行などが不安定。排せつ・人浴などに部分的介護が必要

要介護2
立ち上がり・歩行などが自力では困難。排せつ・入浴などに一部または
全介護が必要

要介護3
立ち上がり・歩行などが自分ではできず、排せつ・入浴などに全面的な

介護が必要

要介護4
日常生活を遂行する能力がかなり低下し排せつ・入浴・衣服の着脱な

どの全般に全面的な介護が必要

要介護5
日常生活の全般に全面的な介護が必要。意志の伝達がほとんど 、もしく
は全＜できない

納

付

は

Ｑ
保
険
料
の
額
は
年
齢
や
所
得

に
よ
っ
て
違
う
の
で
す
か
？

Ａ

年
齢

や

所
得

に
関

係

な

く
、

一
律

で
す
。
ま
た
、

お
得

な
前

納
制

度
も
あ
り
ま
す

。

保
険
料

は
二
十

歳
か
ら
六

十
歳
に

な
る
ま
で

の
四
十
年

間
納

め
ま
す
。

老
齢

基
礎
年

金
を
受

け

る
た
め
に

は
、
こ

の
間
最
低
二

十
五
年
以

上

の

保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

保 険 料の 額

定額保険料

月額　13,300円(平成11年度)

月額　13,300円(平成12年度予定)

お得な前納制度(平成12年度予定)

1年前納　155,750円(3,850円お得)

6ヵ月前納　78,920円(880円お得)

※
第
一
号
被

保
険
者

で
希
望

す
る
人

が
付
加

保
険
料
と

し
て
月

額
四
百

円

を
納

め
る
と
、

将
来

の
年

金
額

に
付

加
年
金

が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。

※
保
険
料

は
、
年
齢

・
所
得

・
性
別

に
関

係
な
く
全
国

一
律
で

す
。

保

険

料

の
納

付

方

法

毎
月
の
保
険
料
は
、
納
付
書
に
よ

っ
て
、
翌
月
の
末
日
ま
で
に
金
融
機
関

で
納
め
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
は
便
利
で
確
実
な

口

座

振

替

に

し

ま

せ

ん

か

口
座

振
替

を
利
用
す

れ
ば
、
保

険

料

を
納

め
に
行

く
手
間

が
省
け

る
ば

か
り

か
、
納

め
忘

れ

か
ら
年
金

が
受

け
ら

れ
な
く

な
る
こ
と

も
あ
り
ま

せ

ん

の
で
、
と
て

も
便
利

で
確
実
で

す
。

お

申
し

込
み
は

申
込

用
紙

は
、
市
内

の
金
融

機
関

の
窓
口

に
用
意
し

て
あ
り

ま
す
の
で
、

①
預

金

通

帳
　

②
通

帳

印
　

③
納

付

書

を
お
持
ち

に
な

っ
て

、
申
し

込

み

く
だ

さ
い
。

階
）
で
認
定

を
受
け

る
と

、
本
人

の

希

望
を
尊

重
し
て
介

護
支
援

専
門
員

が
介
護
サ

ー
ビ
ス

の
利
用
計
画

を
作

成

し
ま
す

。

判
定

結
果
に
不
満

が
あ
る
場
合
は
、

市

で
設
置

す
る
相

談
窓
口
で

も
対
応

し

ま
す

が
、
都
道
府

県
に
設

け
ら

れ

る

『
介

護
保

険
審
査

会
』
に
不

服
の

申

し

立
て

を
す

る
こ

と

が
で

き
ま

す
。認

定

結

果

の

有

効

期

間

は

六
ヵ

月

間
と

な
っ
て

い
ま

す
の
で

、
期
間

満
了
前
に
要
介
護
認
定
の
更
新
が
必

要
で
す
。
ま
た
状
況
に
変
化

が
あ
っ
た
と
き
は
、
有
効
期
間
内
で

も
変
更
申
請
が
で
き
ま
す
。

↓⑤
利
用
計
画
に
基
づ
き
、
「
在
宅
介

護
サ

ー
ビ
ス

」
「
施
設

介

護
サ

ー
ビ

ス
」
を

総
合
的

に
利
用
し

て
く
だ

さ

い
。

在
宅

サ

ー

ビ

ス
と

施

設

サ
ー

ビ

ス

介
護
保

険
で
利
用

で
き

る
サ

ー
ビ

ス
と
し
て

は
、「
在

宅
サ

ー
ビ
ス
」
と

「
施

設
サ

ー
ビ
ス
」
が
あ
り
ま

す
（
左

の
「
サ

ー
ビ
ス

の
種

類
」

を
参
照
）
。

介
護

支
援
専
門
員

は
、
利

用
者

や

家
族

の
希

望
を
尊

重
し
、
在

宅
サ

ー

ビ
ス

の
中

か
ら
利
用

者
に

あ
っ
た
サ

ー
ビ
ス

を
組
み
合

わ
せ
て
介

護
サ

ー

ビ
ス
計
画

を
作

成
し

ま
す

。

要
介
護
認
定
結
果
の
お
知
ら
せ

市
で
は
施
設
入
所
中
の
人
に
は
昨

給
与
所
得
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る

人
へ保

険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
第
三
号
被
保
険
者
と
し
て

の
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
扶
養
者
の
給
料
か
ら
配

偶
者
の
保
険
料
が
差
し
引
か
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
を
納
め
る
の
に
困
っ
た
と

き
は保

険
料
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
免
除
制
度
等
に
つ
い
て
は
法

の
改
正
に
よ
り
変
更
が
あ
り
ま
す
の

で
、
決
定
さ
れ
次
第
広
報
ま
つ
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保

険

料

追

納

制

度

保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
場
合
に
は
、

免
除
期

間
は
年

金
の
受
給

資
格
期

間

と
し

て
計
算

さ
れ
ま
す

。

免

除
を
受

け
た
人
で

も
、
そ

の
後

保
険

料
を
納

め
る
こ
と

が
で

き
る
よ

う
に

な

っ
た

と
き
は

、
十
年
前

の
分

ま
で

さ
か

の
ぽ
っ
て

、
免
除

さ
れ
て

い
た
期
間

の
保
険
料

を
納
め

る
こ

と

が
で

き
ま
す

。

追

納
す

る
場
合

は
、
当
時

の
保
険

料

に
加

算
額

（
三
年
以

上
経

過
後
追

納
分

）

が
付

き
ま

す
。

年
金
は
、
受
け
ら
れ
る
資
格
が
あ
っ
て
も
本
人
の
請
求

が
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。
忘
れ
ず
に
請
求
し
ま
し

ょ
う
（
請
求
先
の
窓
ロ
ヘ

）
。

年金の請求先

加入していた年金 請求する年金 請求先

国民年金にのみ加入 老齢基礎年金 国民年金課

厚生年金にのみ加入 老齢厚生年金 社会保険事務所

共済組合にのみ加入 退職共済年金 共済組合

最後に加入していた年金制度が国民年金の場合

厚生年金+国民年金 老齢厚生年金 社会保険事務所

厚生年金+共済年金

+国民年金

・老齢厚生年金

・退職共済年金

社会保険事務所

共済組合

最後に加入していた年金制度が厚生年金の場合

国民年金+厚生年金 老齢厚生年金 社会保険事務所

国民年金+共済年金

+厚生年金

・老齢厚生年金

・退職共済年金

社会保険事務所

共済組合

最後に加入していた年金制度が共済年金の場合

国民年金十共済年金

※

老齢基礎年金

(65 歳時点)
社会保険事務所

国民年金+厚生年

金+共済年金
退職共済年金 共済組合

※
二
つ
以
上
の
制
度
に
加
人
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
あ
ら

か
じ
め
社
会
保
険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
特
別
支
給
の
退
職
共
済
年
金
は
、
共
済
組
合
へ
の
請
求
に

な
り
ま
す
。

給
付
は

年
金
を
受

け
取
る
に

は
、
請
求

が
必
要
と

な
り
ま
す

。
右
下
表

１
を
ご
覧

く
だ
さ
い

。

し松 戸 社 会 保 険事 務 所 ご

所在 松戸市新松戸1 の335 の2　 問い合わせ 国民 年金 345-5525

（新松戸中央病院裏）　　　　　　　厚生年金保険 345-5515

て
受

け
取

る
こ

と
が
で

き
ま
す

。

（
例
）十

年
間

付
加

保
険
料
を

納
め
た

場
合
十
年
×
十
二
ヵ
月
×
二
百
円
＝
二
万

四
千
円

の
金

額

が
上
乗

せ
さ

れ
て
受

け
取

れ
ま

す
。

第
一
号
被
保
険
者
の
独
自

給
付

第
一
号
被
保
険
者
に
は
、
老
齢
・

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
以
外
に
、
付

加
年
金
・
寡
婦
年
金
・
死
亡
一
時
金

の
給
付
が
あ
り
ま
す
。

付

加

年

金

定

額
の
保
険

料
に
月
額
四
百

円

の

保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納

め
た
人
は
、

納

め
た
月
数

×
二

百
円

（
年
額
）

の

金

額
を
老
齢
基

礎
年

金
に
加
算

さ
れ

老後のことを考え

ることも大切ですが、

私は義務感から国民

年金に加入しました。

社会の一員として

の 責 任 。 そ の 一 つ が

国 民 年 金 だ と 思 っ て

い ま す 。

年
1
2
月
下

旬
か
ら

、
在
宅
サ

ー
ビ

ス

を
受

給

さ
れ
て

い
る
人
に

は
１
月
中

旬

か
ら

「
要

介
護
認

定
結
果

の
お
知

ら
せ
」
を

郵
送
し
て

い
ま

す
。

こ

の
お

知
ら
せ

を
受
け
取

っ
た
人

は
、
次

の
点
に

ご
注
意
く

だ
さ

い
。

①

介
護
サ

ー
ビ
ス
の
受

給
は
４
月

か

ら
と
な
り

ま
す
。
要

介
護

・
要

支
援

認
定
通
知

書
は
そ

れ
ま
で
大

切
に
保

管
し
て
く

だ

さ
い
。

②

介
護
サ

ー
ビ
ス

の
受

給
に

は
介

護

報
酬
決
定

後
、
居

宅
介
護

サ

ー
ビ
ス

計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
の
作
成
が
必

要
で
す
が
、
作
成
に
関
わ
る
居
宅
介

護
支
援
事
業
者
は
自
由
に
選
ぺ
ま
す
。

な
お
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
費
は

無
料
で
す
（
自
己
作
成
も
可
）
。

③
決
め
た
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
を

通
し
て

、
居
宅
サ

ー
ビ

ス
計
画
作

成

依
頼
書

を
提
出
し

て
く

だ
さ

い
。

提
出
先
は
、
介
護
保
険
準
備
室
（
新

館
七
階
）
ま
た

は
、
お
せ
わ
課
（
本
館

一
階
で

す
（
支
所
、
保
健
福

祉
セ
ン

タ

ー
で

は
受

け
付
け

で
き
ま
せ

ん
）
。

④

サ

ー
ビ
ス
受

給

の
際
、
費
用

の
一

割
分
が
利
用
料
と
し
て
掛
か
り
ま
す

（
低
所

得

の
人

に

は

軽
減

措
置

が
あ

り
ま
す
）
。

⑤

今
回

「
該
当
し

な
い
」

と
認

定
さ

れ
た
人

も
日
常

生
活
に

支
障

が
あ
れ

ば
、
市
が
行
う
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

を
利
用

で
き

る
場

合

が
あ
り
ま

す
の

で

ご
相
談

く

だ
さ

い
。

な
お

、
そ

の
後

心
身

の
状
態

が
変

化
し

、
介

護

が
必
要

と

な
っ
た
と

き

は

い
つ
で
も
要
介

護
認
定

の
申
請

が

で
き
ま

す
。

サ ー ビ ス の 種 類

在宅 サ ー ビ ス

Ｏ訪問介護 （ホームヘルプ ）

０訪問入浴介護

Ｏ訪問看護

Ｏ訪問・通所 （ディヶア）リハビリテーシ

ョン

Ｏ居宅療養管理指導

Ｏ通所介護 （ディ サービス）

Ｏ短期入所生活介護（ショ ートスティ）

Ｏ短期入所療養介護 （ショ ートスティ）

Ｏ痴ほう対応型共同生活介護（グループホ

ーム）

Ｏ特定施設入所者生活介護

Ｏ福祉用具の貸与 ・購入費の支給

Ｏ住宅改修費の支給

施 設 サ ー ビ ス

Ｏ介護老人福祉施設（特別養護老人ホー

ム）

Ｏ介 護老 人保健施設

Ｏ介 護療養型医療施設

湯浅 美和 子さん

私のおばあちゃん

は、いま国民年金で生

活をしています。2ヵ

月に一度の支給は、お

ばあちゃんの楽しみ。

将来、安定した生活

を送るためには、とて

も大切だと思います。

↓
金
と
寡
婦
年
金
の
両
方
を
受
け
ら

れ
る
と
き
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
選

択
し
ま
す
。

脱
退
一
時
金

六
ヵ
月
以
上
の
保
険
料
を
納
め
た

外
国
人
で
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
人
が
、

帰
国
後
二
年
以
内
に
請
求
し
た
場
合

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

基
礎
年
金
番
号

今
ま
で
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・

共
済
組
合
な
ど
の
公
的
年
金
制
度
ご

と
に
付
け
ら
れ
て
い
た
年
金
番
号
を

共
通
化
（
一
人
一
番
号
）
し
た
も
の

を
基
礎
年
金
番
号
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
公
的
年
金
の
加
入

期
間
を
通
じ
て
、
同
一
の
番
号
で
記

録
の
整
理
、
年
金
に
関
す
る
手
続
き

や
照
会
等
や
年
金
の
裁
定
が
よ
り
速

や
か
に
で
き
る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

寡
（
か
）
婦
年
金

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
資
格
期

間
を
満
た
し
た
夫
が
（
婚
姻
期
間
十

年
以
上
）
年
金
を
受
け
ず
に
死
亡
し

た
と
き
、
妻
が
六
十
歳
か
ら
六
十
五

歳
に
な
る
ま
で
の
間
、
夫
が
受
給
で

き
た
老
齢
基
礎
年
金
の
四
分
の
三
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

死
亡
一
時
金

三
年
以
上
の
保
険
料
を
納
め
た
人

が
、
年
金
を
受
給
し
な
い
で
死
亡
し

た
と
き
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た

遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

年

金
額
は
、
保
険
料
納
付
月
数
に

よ
っ
て
、
十
二
万
円
か
ら
三
十
二
万

円
で
す
（
付
加
保
険
料
納
付
期
間
が

三
年
以
上
あ
る
場
合
は
、
さ
ら
に
八

千
五
百
円
か
加
算
さ
れ
ま
す
）。

た
だ
し
、
そ
の
遺
族
が
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
に
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
死
亡
一
時
↓

国
民

年
金

・
厚

生
年

金
・
共
済

組

合
な

ど
に
、
初

め
て
加
入
し

た
人

は

そ

の
年

金
番

号

が
基
礎
年

金
番
号

と

な
り
ま

す
。

国
民
年

金
で
受

け
ら
れ
る
種

類
は
、

基
礎

年
金
一
覧

（
表
２
）

を
参
照
く

だ

さ
い
。

国
民
年
金
推
進
員
制
度

国
民
年
金
推
進
員
が
各
家
庭

を
訪
問
し
て
、
納
付
相
談
等
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国 民 年 金 基 金

あなたのライフプランを

応援します

自営業などの人が、国民年金に

上乗せし 、サラリーマンなみの年

金を受けることができる制度です。

千葉県国民年金基金フリーダイ

ヤル 0120-65-4192

基 礎 年 金 一 覧　　　　　　　　 表2

公的年金制度(国民年金･ 厚生年金保険･ 共済組合)の加入者が 、共通し て受けら れます。

種　類 対　象 給付条件 年金額(平成11年度年額)

老齢基礎年金
65 熾から( 原

則)

保険料を納めた 期間( 免除期間な

どを含む) が25年以上ある人

804,200 円（40年間保

険料を納めた場合）

障害基礎年金

病気やけがで

障害が残った

とき

保険料を納めた期間と免除の期間

が加入期間の3分の2以上あること

※特例として、初診日が平成18年3月31

日までのときは、初診日の前々

月までの1年間のうちに保険料の滞

納がなければいいとなっています

1級1,005,300 円

2級　804,200 円

子の加算(1人につき)

第1～2子231,400 円

第3子以降ﾜﾜ,100 円

遺族基礎年金

生計者に先立

たれた場合、

生計者に生計

を維持されて

いた子どもを

持つ配偶者、

または子ども

亡くなった人が老齢基礎年金を受

けられる資格期間を満たしている

か、死亡日前の加入期間のうち保

険料を3分の2以上納めていること

※特例として、平成18年3月31日以

前に死亡した場合は、死亡した日

の前々月までの1年間に保険料の滞

納がなければいいとなっています

子が1人ある配偶者

1,035,600円

子が2人ある配偶者

1,26｢ｱ,000円

子が3人以上

2人の額に1人につき

77,100円を加算

子1人のみ804,200 円

万　年金の給付を受けるには請求が必要です　表１

未
来
へ
の
確
か
な
安
心

国
民
年
金

あ な た に と っ て の

「国民年金は」と聞いてみました
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情報チ

ャンネ

ル

弥

生

の

茶

会

３

月
1
2日

午
前
1
0
時
～

午
後
３

時
　
会
場
松
雲
亭
（
松
戸
）
　
内
容
煎

茶
道
費
用
二
千
円
（
お
し
の
ぎ
付
き
）

３
月
８
日
ま
で
に
、
電
話
で
小

金
原
煎
茶
サ
ー
ク
ル
・
加
藤
容
 
3
4
8
・

0
2
9
2

へ

昔

体

験

つ
く

ろ

う

・

た

べ
よ

う

「

お
じ

い
ち

ゃ

ん

の

知

恵
を

学

ぼ
う

」

２
月
1
9日

午
後
１

時
3
0分
～
３

時
3
0分
　
会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
薬
研
を
使
っ
て
七
昧
と
う
が
ら

し
を
つ
く
り
、
松
戸
に
伝
わ
る
け
ん

ち
ん
汁
と
一
緒
に
食
べ
る
　
対
象
小

学
三
～
六
年
生
　
定
員
先
着
二
十
五

人
　

費
用
五
百
円

電
話
で
松
戸
子
ど
も
劇
場

・
藤
田

3
8
6
・
9
1
5
4

へ

高

齢

者

福

祉

施

設

見

学

会

２

月
2
3
日

午
前
1
0
畤
～

午

後
４

時
　

内

容

特

別

養

護

老
人

ホ

ー

ム

、

老
人

保
健

施
設

、
デ
イ

サ

ー
ビ

ス
セ

ン

タ
ー
お
よ

び

ケ
ア
ハ

ウ

ス
等

の
高

齢
者

福
祉

施
設

の
見

学
　

対

象
市

内

在
住

の
人

（
乳

幼
児
不

可
）
　

定
員

三
十

人

（
抽
選

）
　

費
用

無
料

２

月
1
2
日

〔
消

印
有

効
〕

ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
参
加
希
望
者
全
員
（
八

ガ
キ
一
枚
で
四
人
ま
で
申
し
込
み

可
）

の
住

所

・
氏
名

・
年

齢

・
電

話

番

号

、
「

高

齢
者

福

祉

施

設
見

学

会

参
加
希
望
」
と
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
-

8
5
8
8

松
戸

市
根

本
三
八

七

の
五

松

戸
市

役
所

な
が

い

き

課
（
3
6
6
・

７
３
４
６
）
へ

松

戸

市

書

道

展

覧

会

２
月
1
5
日
～
２
月
2
7
日
（
2
1

日
を
除
く
）
、
午
前
1
0
時
～
午
後
6

時

（
最
終
日

は

午
後
４

時
ま

で
）

会
場

文
化

ホ

ー
ル
　

部
門

漢
字

・
か

な

・
近
代

詩
文

・
て

ん
刻

・
刻

字
ほ

か
　
費
用
入
場
無
料

社

会

教
育

課
市

民
文
化
係
 
3
6
6
・
7
4
6
2

よ

こ

す

か

ウ

イ

ン

ド

ア

ン

サ

ン

ブ

ル

ウ

イ

ン

タ

ー

コ

ン

サ

ー

ト

ニ

○

○

○

２

月
1
3
日

午

後
２

時
～
４

時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　
内
容
「
天
国

と
地

獄
」

な
ど

映

画
音
楽

を
吹

奏
楽

で

演
奏
　

費
用

無

料

※
車
い

す
の
人

に
は

、
別
に

お

席
を

用
意
し

ま
す

。

よ
こ

す
か

ウ
イ
ン

ド
ア
ン

サ
ン

ブ

ル
・
渋
谷
 
0
9
0
・
2
4
7
8
・
3
9
7
0

ア

ン

サ
ン

ブ

ル

ー
ピ

ア

チ

ェ

ー

レ

定

期
演

奏

会

２
月
1
9
日
午
後
7
時
～
８
時
3
0

分
　
会
場
東
京
文
化
会
館
（
上
野
駅

公
園
口
下
車
）
　
内
容
「
エ
ル
ガ
ー

の
作
品
」
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

百
面

相
」
を
加
奈
井
洋
介
氏
の
指
揮
に
よ

り
女
声
ヴ
ォ
ー
カ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

で
演
奏
　
費
用
二
千
五
百
円

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

ー
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ

・
松
野
 
3
4
4
・
4
6
2
6

おはなしキャラバン定期公演

｢松戸では8時になったらおはなしタイム｣

や

わ

ら

木

苑

特

別

品

バ

ザ

ー

２
月
2
0
日
午
前
‥
1
1
時
～
午
後
２

時
　

会

場
特
別

養
護

老
人

ホ
ー
ム

や

わ
ら
木
苑
釡
ヶ
作
）
　
内
容
日
本
人

形

・
和

服

・
手
作
り

品

・
服
飾

品
ほ

か

や
お
ら
木
苑
友
の
会
 
3
8
6
・
0
2
1
3

借
地

借
家
の

無
料

相

談

２
月
1
2日

午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

松
戸
借
地
借
家
人
組
合

・
外
谷

3
4
5
・
3
5
4
8

ス

テ

ン

ド

グ

ラ

ス

の

ミ

ラ

ー

を

作

ろ

う

２
月
2
6
日
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
市

民
会

館
　

対

象
小

学
四

年
生

～

中
学

生
　

講
師
中

村

智
氏
　

定
員

先

着
十

五
人
　

費
用

材
料

費
千

円

電

話
で
常

盤
平
児

童

福
祉
館
 
3
8
7

・
3
3
2
0

へ

（
月
曜
休

館
）

対
象
三
～

九
歳
ぐ
ら

い
　

費
用

無
料

※
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
＝
「
は
ろ
る
ど
　

ま
ほ

う
の

く
に
へ

」
、
人

形
劇
＝
「
マ
ル

ー
シ
カ
と

十
一
の

月
た

ち
」

※
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
を
お
持
ち
に
な
れ
ば
、
本
が
借
り
ら
れ
ま
す
。

※
電
話
で
お
は
な
し
が
聞
け
る
「
で
ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
3
7
7
・
０

０
０

０

も
ご
利
用

く
だ
さ
い

。

市
立
図
書
館
 
3
6
5
・
5
1
1
5

［
］
再

生

自

転

車

を

即

売

２
月
1
3
日
～
1
5
日
㈹
午
前
８
時

3
0分

～

午
後
５

時
　

会
場

生
き

が
い

福

祉
セ
ン

タ

ー

（
左

図
参

照
）
　

販

売

台

数

五
十

台
（
売
り

切

れ

次
第

終

了
）
　

価
格
七

千
円
～

一
万

一
千

円

交

通
五

香
駅
東

口
か

ら
新

京
成
バ

ス

「
小

新
山

」
行

き
ま
た

は

「
柏
陵

高

校
」

行

き
で

、
新
栄

町
入

口
下
車

松

戸

市
シ
ル

バ

ー
人

材
セ
ン

タ

ー
 
3
8
4
・
3
1
9
1

星

空

観

望

会

２

月
2
6
日

①
午
後
６

時
～
６

時

5
0
分
②
午
後
７
時
～
８
時
3
0
分
　
会

場

市
民

会
館

①
プ

ラ
ネ

タ
リ
ウ

ム
室

②
屋
上
 

内
容

①

今
夜

の
星

空
解
説

②
天
体

望

遠
鏡
で

本
星

・
土
星

や
星

雲

・
星

団

な
ど

を

観
望

（
雨
天

・
曇

天

時
は

、
プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

室
内
で

解

説

な

ど

）
　

定

員
先

着

八

十

人

費

用
無

料

＊
午
後
５
時
3
0
分
～
６
時
の
問
は
。

室
内

で
音

楽
鑑
賞

が

で
き
ま

す

。

電
話
で
市

民
会

館

プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ

ム
室
 
3
6
8
・
１
２
３
７
ヘ
（
月
曜
休

館

）交

通
事

故

無

料

相

談

室

(
社
)
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
自

動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険

や
任
意
自
動
車
保
険
の
請
求
に
つ
い

て
、
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
日
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
前
９
時
3
0分
～
正
午
、
午
後

１
時
～
４
時
4
0
分
　
会
場
柏
自
動
車

保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
（
柏
市
柏

二
の
五
の
七
住
友
生
命
ビ
ル
四
階
）

※
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
可

柏
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ

ー
 
０
４
７
１
・
6
4
・
0
1
9
1

講
座
・
講
演

［
］
児

童

文

学

講

座

①

絵

本

の

読

み

か

た

り

と

こ

こ

ろ

の
育

ち

＝

３

月

１

日

②

心

を

育

て

る

本

と

の

出

会

い

＝

３

月

８

日

、

各

午

前
1
0
時

～

正

午
　

対

象

①

二

～

四

歳

ぐ

ら

い

の

お

子

さ

ん

を

お

持

ち

の

保

護

者

②

五

～

七

歳

ぐ

ら

い

の

お

子

さ

ん

を

お

持

ち

の

保

護

者
　

会

場

女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ

う

ま

つ

ど
　

講

師

聖

徳

大

学

短

期

大

学

部

助

教

授

・
古

橋

和

夫

氏
　

定

員

各

五

十

五

人

（
抽

選

）
　

費

用

無

料

※
保
育
あ
リ
〔
二
歳
以
上
就
学
前
ま

で
①
十
四
人
②
十
人
（
各
抽
選
）
．

お

や

つ

代

百

円

〕

２

月
1
3
日

〔
必

着

〕

ま

で

に

、

往

復

ハ

ガ

牛

に

希

望

開

催

日

・
住

所

・
氏

名

・
年

齢

・
電

話

番

号

（
保

育

希

望

の

場

合

は

、

幼

児

の

名

前

・
年

齢

と

保

育

の

抽

選

に

漏

れ

た

場

合

の

受

講

希

望

の

有

無

）

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
1
-
0
0
9
2
松
戸
市
松
戸
二
〇

六
〇
 
市
立
図
書
館
市
民
講
座
係
（

3
6
5・
5
1
1
5

）

へ

愛

犬

と

一
緒
の

し

つ

け

教

室

２
月
2
3日

午
前
1
0時
3
0分
～
午

後
0
時
3
0
分
〔
天
候
不
良
の
場
合
３

月
１
日
〕
　
会
場
旭
ヶ
丘
第
三
公
園

（
岩
瀬
）
　
内
容
飼
い
犬
の
基
本

的
な
し
つ
け
方
法
を
実
技
指
導
　
定

員
十
五
組
（
抽
選
）
　
費
用
無
料

※
見
学
自
由

２
月
1
4
日
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
性
別
・
電
話
番
号
・
犬
の
種
類
・

返
信
用
あ
て
名
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
-

0
0
5
1

松
戸
市
馬
橋
一
九
〇
二

馬
橋
郵
便
局
留
め
　
松
戸
ペ
ッ
ト
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
須
藤
諒
子
（
3
4
3
・

６
４
７
１
）
へ

熟
年

男

性
の
料

理

教
室

３
月
８
日

・
９
日

・
1
0
日
午
前
1
0
時

3
0分
～

午
後
１
時
3
0分

会
場
市
民
会
館
　
対
象

市
内
在
住
で
六
十
歳
以
上
の
男
性
（
三

日
間
と

も
参
加
で
き
、
当
会
の
料
理

教
室
に

初
め
て
参
加
す
る
人
）
　
定

員
三
十
人
（
抽
選
）
　
費
用
千
円

２
月
1
4
日
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ

ガ

牛
に

住
所

・
氏
名

・
年

齢
・
電
話
番
号
・
返
信
用
あ
て
名
を

記
入
し
て
、
〒
2
7
1
-
0
0
9
1
松
戸

市
本
町
一
四
の
二
第
一
生
命
ビ
ル
内

松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
「
熟
年
男

性
の
料
理
教
室
」
係
（
3
6
8・
0
5
0
3

）
へ

【
】
パ

ソ

コ

ン

体

験

教

室

(
１
)
初
心
者
コ
ー
ス

３
月
1
6
日
午
後
５
時
3
0
分
～
８

時
3
0
分
　

内
容

ウ
ィ
ン

ド

ウ
ズ
9
8
の

基

本

操
作
　

定

員
先

着
十

人
 
費

用

三

千

円

（
会

員

二
千

円

）
、
別

途

テ

キ
ス
ト
代
千
七
百
八
十
五
円

(
２
)
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
コ
ー
ス

①
2
月
1
6
日
水
午
後
５
時
～
８
時

3
0
分
②
3
月
1
6
日
午
後
１
時
3
0
分

～
５

時
　

内

容
ペ

ー
ジ
ミ
ル
3
.
0を
使

用

し
た

効
率

的
な
作

成
方
法

、
画
像

加
工
ソ
フ
ト
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
・
表

計

算
ソ

フ
ト
エ

ク
セ

ル
と

の
連

携
方

法
　
定
員
各
先
着
十
人
　
費
用
四
千

円
（
会
員

三
千

円
）
、
別
途

テ
キ

ス
ト

代
千

五

十
円

会
場
(
１
)
(
２
)
と
も
富
士
通
オ
ー
プ
ン

カ

レ

ッ
ジ

松
戸

ｍ

ｃ
ｓ

校

［
松
戸

ビ
　

ル

ヂ
ン

グ
三

階
）
　

費

用

を
添
え

て
　

直

接

、
松

戸

商
工

会
議
所

指
導

一
課

（
3
6
4
・
3
1
1
1

）
へ

川

柳

一
日

初
心

者

教
室

２
月
2
7日

正
午
～
午
後
４
時

会
場
市
民
会
館
　
内
容
川
柳
の
作
り

方
・
味
わ
い
方
　
費
用
五
百
円

松
戸
川
柳
会
・
米
島
 
3
4
4
・
5
9
1
6

松

戸

村

立

雑

学

大

楽

「

新

聞

記

事

の

裏

話

」

２

月
2
0
日

午

後

２

時

～

３

時
3
0

分

会

場

サ

ン

ヨ

ー

ホ

ー

ム

三

階
（
八

柱

駅

下

車

徒

歩

二
分

）
　

講

師

新

聞

記
者
・
森
洋
一
郎
氏
 
費
用
無
料

金
本
（
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
内
）
3
8
6
・
0
2
2
1

講

演

会

「
仲

間

関

係

に

悩

む

子

ど

も

た

ち

」

２
月
1
6
日
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場

ふ

れ
あ
い
2
2（
健
康

福
祉

会
館

）

講

師
発
達

協
会

王
子

ク
リ
ニ

ッ
ク

院

長

・
石
崎

朝
世

氏
　

定
員
先

着

二
十

人
　

費
用

無
料

電

話
で

、
こ

と

ば
を

育
て

る
会

・

太
田
 
3
4
6
・
7
0
7
0
へ

催
し
物朗

読

を

き

く

か

い

２

月
９
日

午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0

分

会
場
ふ

れ
あ
い
2
2
（
健
康

福
祉

会

館
）
　

内
容

松
戸

朗
読

奉
仕
会

会

員
に

よ

る
朗

読
「
ア

グ
ニ

の
神
」（
芥

川

龍
之
介

著
）

ほ
か
　

対
象

障

害
者

手

帳
を
持

っ
て

い

る
人
お
よ

び
そ

れ

に

準
ず

る
人

（
付
き

添
い

の
人
と

一

緒

の
参
加

も
可

）
　

費
用

無
料

電

話
ま
た

は
フ

ァ
ッ
ク

ス
で

、
住

所

・
氏
名

・
年

齢

・
障
害

等
級

・
連

絡
先

を

記
入

し

て

、
健
康

福
祉
会

館

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
3
8
3
・
7
1
1
1
 
F
a
x

3
8
3
・
7
8
1
0
）
へ

福

祉
大
会

２
月
1
2日

午
後
１
時
～
３

時
3
0

分
　
会
場
市
民
劇
場
　
内
容
第
一
部

＝
福
祉
功
労
者
の
表
彰
、
第
二
部
＝

福
祉
講
演
会
「
成
年
後
見
制
度
と
権

利

擁
護
の
展
望
と
課
題
」

講
師
千
葉

大
学
教
授

・
新
井
誠
氏
　
費
用
無
料

松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
 
3
6
8
・
0
5
0
3

日

舞
・

新
舞

講
習

会

①
2
月
６
日
・
1
3
日
・
1
5
日

②
2
月
1
0
日
・
1
7
日
、
各
午

後
１
時
～
４
時
 
会
場
①
新
松
戸
市

民
セ
ン
タ
ー
②
八
ヶ
崎
市
民
セ
ン
タ

ー
　
費
用
一
回
五
百
円

邦
舞
の
会
・
藤
間
 
3
4
2
・
２
１
７
１

講

演
会

「

情

報

通
信

技

術

が

社

会

に

与
え

る
影

響

」

２
月
1
6
日
午
後
7
時
～
８
時
3
0

分
　
会
場
市
民
劇
場
　
講
師
富
士
通

㈱
取
締
役
副
会
長
・
鳴
門
道
郎
氏

定
員
当
日
先
着
二
百
人
 
費
用
無
料

松
戸
商
工
会
議
所
 
3
6
4
・
3
1
1
1
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［
］
ス

キ

ー
登

山

教

室

３
月
々
日

午
後
８
時
松
戸
駅
西

口
千
葉
銀
行
前
集
合
、
３
月
５
日

午
後
９
時
帰
着
予
定
　
行
き
先
長
野

県
湯
の
丸
山
　
定
員
先
着
二
十
五
人

費
用
一
万
一
千
円
（
交
通
費
、
保
険

料
を
含
む
）

※
宿
泊
は
レ

ス
ト
ハ

ウ
ス
内
無
料
仮

眠
室
に
な
り
ま
す
。

松
戸
市
山
岳
協
会
・
高
橋
 
3
6
2
・

1
8
0
0

（
日
曜
、
祝
日
を
除
く
午

前
９
時
～
午
後
７
時
）

［
］
ト
レ

ー
ニ

ン

グ
機

器

操

作

講

習
会２

月
1
4
日
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0分
　
会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口

分
館
 
対
象
十
六
歳
以
上

（
三
十
歳

未
満
の
人
優
先
）
　
定
員
先
着
二
十

人
　

持
ち
物
運
動
着
・
上
履
き
　
費

用
無
料

電
話
で
青
少
年
会
館
 
3
4
4
・
8
5

5
6
へ

［
］
松

戸

市

体

育
協

会

五

十
周

年

記

念
松

戸
シ

ン

グ

ル

ス

テ

ニ
ス

大

会３
月
７
日
【
必
着
】
ま
で
に
、

所
定
の
申
込
用
紙
で
〒
2
7
0
-
8
6
9
1

松
戸
北
郵
便
局
私
書
箱
1
2
号

松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
・
平
木
（

F
a
x
3
3
0
・
4
1
1
2
）
へ

※
申
込
用
紙
・
大
会
要
綱
は
、
九
十

円
切
手
を
張
っ
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

【
】
軽

ス

ポ

ー
ツ

教

室

費用100 円程度（保険料）

※種目（インディアカ 、ファミリ　バドミントン 、ラージボール卓球 、ソフ

トバレーボールなど）

当日会場で

［

］
市

民

ボ

ウ

リ

ン

グ

選

手

権

大

会
２

月
2
7日

午

前
９

時
3
0
分
集

合

会
場
と
き
わ
平
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
　

対
象
市

内

在
住

・
在

勤

・
在
学

（
中

学

生
以

上

）
の
人
　

内

容
予

選
四

ゲ
ー
ム
・
決
勝
ニ
ゲ
ー
ム
の
ト
ー
タ

ル

ピ
ン

で
順

位

決
定
　

定

員
先
着

八

十
四

人
　

費
用

一
般

二
千

五
百

円

、

中
・
高
校
生
千
五
百
円
、
決
勝
千
円

２

月
1
8日

ま
で

に

、
費
用

を
添

え
て
市
内
各
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
へ

松
戸

市

ボ
ウ
リ
ン

グ

協
会

・
上

田

0
9
0
・
３
２
０
７
・
4
6
2
3

【
】
ナ

イ

タ

ー

テ

ニ

ス

教

室

（
硬

式

）４
月
～
1
1
月
の
毎
週
日
・
月
・
金

曜
日

の

希
望
曜
日

（
週

一
回
）

午
後

７
時
～
９
時
　
会
場
金
ヶ
作
公
園
庭

球
場
　
対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

費
用

一
万
八
千

円
（
保

険
料

を
含

む
）

２

月
2
9
日

〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往
復
ハ

ガ
牛
に

住
所

・
氏

名

・
電
話

番
号

・
希
望
曜
日
（
第

三
希

望
ま
で

）

・
返
信
用

あ
て

名

を
記
入

し
て

、

〒

2
7
0
-
8
6
9
1
松
戸
北
郵
便
局
私
書

箱
1
2
号
松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
・

平
木
（
3
3
0
・
4
1
1
2
）
へ

［
］
健

康
体

操

指
導

者
実

技

講

習

会
３
月
1
1
日
・
1
8
日
・
2
5
日
の
各
土

曜
日
午
前
1
0
時
～
正
午
〔
全
三
回
〕

会
場
運
動
公
園
体
育
館
競
技
場
　
対

象
指
導
者
を
目
指
し
て
い
る
、
ま
た

は
現
在
各
グ
ル
ー
プ
で
指
導
し
て
い

る
人
　
定
員
先
着
七
十
人
　
持
ち
物

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
運
動
の
で
き
る

服
装
　
費
用
無
料

２
月
1
5日

ま
で
に

、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
・
氏
名

・

年
齢
・
電
話
番
号
・
講
習
会
名
を
記

入
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
課
 
3
6
3
・
9
2

4
1
F
a
x
3
6
9
・
4
2
5
4
へ

［
］
サ

ッ

カ

ー

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

デ

ー

２

月
1
1
日

会

場
運
動

公
園
　
　

陸

上
競

技
場
　
　
　
　
　

内

容

①

式
典

＝
　

午
前
８
時
4
0
分
　
　

か
ら
②
柏
レ
イ
　

ソ
ル

選

手
に
よ

る
指
導
＝
午
前
1
0
時
か
ら
③
市
立
松

戸
高
校
と
市
立
習
志
野
高
校
の
模
範

試
合
‥
午
後
２
時
3
0
分
か
ら
　
費
用

無
料

※
②
は

、
小

学
三
～

六
年

生

を
対

象

に
当

日
会

場
で

申
し
込

み

松

戸
中

央
ラ

イ
オ
ン

ズ
ク

ラ
ブ
 

3
6
9
・
２
７
３
７

「
」
家

庭

婦
人

バ
レ

ー
ボ

ー

ル

大

会
２
月
2
7
日

、
３
月
４
日

各
午

前
８
時
3
0分
か
ら
　
会
場
運
動
公

園

体
育
館
　
対
象
市
内
在
住
の
女
性
チ

ー
ム
　
費
用
一
チ
ー
ム
二
千
円

※
２

月
1
9日

午
後
２
時
か
ら
運
動

公
園
武
道
館
会
議
室
で
代
表
者
会

議
を
行
い
ま
す
。

２
月
７
日
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
に
チ
ー
ム
名
・
代
表
者
氏
名

・
住
所

・
電
話
番
号
を
記
入
し
て

、

〒
2
7
0
-
2
2
4
3
松
戸
市
野
菊
野
二

の
三
一
五
　
松
戸
市
家
庭
婦
人
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
春
日
和
子
（
3
6
5

・
5
5
4
2
へ
)

「
」
春
季
軟
式
野
球
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

３

月
５
日
～
４

月
3
0日
の
毎
週
日

曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
　
会
場

古
ヶ
綺
野
球
場
　
対
象
市
民
軟
式
野

球
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
　
定
員
先
着
八
十

チ
ー
ム
　
費
用
一
チ
ー
ム
二
万
五
千

円※
２
月
1
9日

午
後
６
時
3
0分
か
ら

森
の
ホ
ー
ル
2
1で
組
み
合
わ
せ
抽

選
会
を
行
い
ま
す
。

２
月
1
3日

〔
必
着
〕
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
-
0
0
1
1
松

戸
市
根
木
内
五
五
六
　
松
戸
リ
ー
グ

野
球
連
盟
・
佐
々
木
輝
臣
（
3
4
4
・

7
7
4
3

）
へ

［
］
酒

の

悩

み

ご

と

相

談

・
酒

害

家

族

教
室

２
月
1
0日

・
2
4日

午
後
１
時

3
0分
～
２
時
3
0分
　
会
場
松
戸
保
健

所
　
内
容
①
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
方

に
心
配
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
を
対

象
と
し
た
専
門
医
師
・
精
神
保
健
福

祉
相
談
員

・
保
健
婦
に
よ
る
相
談
②

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
を
か
か
え
る

家
族
同
士
の
勉
強
と
話
し
合
い
　
費

用
無
料

電
話
で
松
戸
保
健
所
精
神
保
健
福

祉
班
　
3
6
1
・
2
1
2
1
へ

［
］
酒

害

相

談

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

２

月
1
4
日

午
前
９

時
3
0分
～

正

午
　

会

場
東

葛
飾

支
庁

合
同
庁

舎

内
容
ア
ル
コ
ー
ル
依
在
症
を
理
解
し
、

そ

の
対

応
の

仕
方

を
学
ぶ
　

講

師
手

賀

沼
病

院
院

長

・
小

池

健
氏

、
船
橋

北
病
院
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
・
小
野
仁

彦
氏
、
秋
元
病
院
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

・
道
塚

喜

美
雄
氏

、
精

神
保

健
福
祉

セ

ン

タ
ー

・
北

村

和
佳

子
氏
　

費
用

無
料２

月
1
0日

ま

で
に

、
電

話
で
松

戸

保
健

所

精
神
保

健
福

祉
班
 
3
6
1・
2
1
2
1

へ

［
］
雪

に

親

し

む

会

（
ス

キ

ー

）

３
月
1
7
日
伊
勢
丹
松
戸
店
前
午

後
1
0
時
出
発
、
３
月
2
0
日
午
後
９

時
帰
着

予
定
　

行

き
先
山

形
県

蔵
王

高
原
ス
キ
ー
場
　
定
員
先
着
二
十
八

人
　

費

用
三

万
九

千
八

百
円

（
往
復

バ
ス
代

・
宿

泊
費

・
食

事
代

・
保
険

料
を
含
む
）

※
無
料
レ

ッ

ス
ン

、
技
能

テ
ス
ト

あ

リ

（
有

料
）

電
話
で
松
戸
市
ス
キ
ー
連
盟
・
高

橋
 
3
6
2
・
１
８

０
０
（
日
曜

、
祝
日

を

除
く
午
前
９
時

時
～
午
後
７

時
）
へ

「

」
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

２

月
1
9日

午

前
1
0
時
～

午
後
４

時

会
場
ふ

れ

あ
い
2
2
（
健
康
福

祉

会
館

）
　

内

容
松

戸
市

精
神

障
害

者

家
族
会
土
曜

会
会
員

に
よ
る
相
談
（
秘

密
厳

守
）
　
対

象
「
こ
こ

ろ

の
病
」
の

人
を

抱
え

る
家

族
　

費

用

無
料

※
同
日

・
同
時

間
に

、
電

話
で
の

相

談

も
受

け
付

け
ま
す

（
こ
こ

ろ

の

家
族
相
談
室
直
通
 
3
8
3
・
５
５
５

１

）
。

※
毎

月
第

三
土

曜
日
に

、
相
談

を
受

け

付
け

ま
す

。

松
戸
市

精

神
障

害
者
家

族
会

・
武

井
 
3
6
2・
8
2
1
5

【

】
は

り

・

灸

・

マ

ッ

サ

ー

ジ

の

施

術

を

無

料

奉

仕

２

月
2
7
日

午
前
９

時
3
0
分

か
ら

会
場

ふ

れ
あ
い
2
2
（
健
康

福
祉

会
館
）

内
容

松
戸

市

視
覚
障

害
者

協
会

会
員

に
よ

る
は
リ

・
灸

・
マ
ッ

サ

ー
ジ
の

施

術
　

定
員
六

十
人

（
抽

選
）

２

月
1
5
日

〔
必

着
〕
ま

で
に

、

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
は
り
・
灸
・
マ
ッ

サ

ー
ジ
の

い

ず
れ
か

一
つ

、
住

所

・

氏

名

・
年
齢

・
性
別

・
電
話
番

号
を

記
入
し
て
、
〒
2
7
0
-
2
2
1
8
松
戸

市

五
香

西
三

の
七

の
一
健

康
福

祉
会

館
内

障

害
者

福
祉
セ
ン

タ
ー
　

松
戸

市
視
覚
障
害
者
協
会
（
3
8
3
・
７
１

１
１

）
へ

【
】
市

立

東

松

戸

病

院

職

員

を

募

集

①
看
護
婦
（
士
）
＝
二
十
五
歳
ま
で

の
資

格
を

有
す

る
人

②
薬
剤

師

〔
長

期
パ
ー
ト
＝
資
格
を
有
す
る
人
　
提

出
書

類
履

歴
書
（
写
真
付

き
）
、
資
格

免
許

の
写
し
　

申
込

期
限
２

月
1
6
日

※
①
②
と
も
に
、
市
内
の
医
療
機
関

勤
務
者

の
応

募
は

ご
遠

慮
く
だ

さ

い
。

市
立

東
松
戸

病
院

総
務

課
総

務
係

3
9
1
・
5
5
0
0

［
］
パ

ー

ト

看

護

婦
（
士

）
・

保

健

婦
（
士

）
・

助

産

婦

を

募

集

対
象

看
護

婦
（
士
）〔
准

看
護
婦

を

除
く
}
・
保
健
婦
（
士
）
、
助
産
婦
の

資

格
を

有
す

る
人
　

業
務

内
容

看
護

婦
（
士
）
＝
各

種
検
診
等
の

看
護

業
務
、

保

健
婦
（
士

）
＝
検
診

・
相
談
業

務

・

家
庭
訪
問
、
助
産
婦
＝
新
生
児
訪
問

健
康
課
検
診
係
 
3
6
6
・

「

」
小

学

四

・

六

年

生

・

中

学

二

年

生

の

予

防

接

種

は

済

み

ま

し

た

か日

本
脳

炎
は
小

学

四
年

生
と
中

学

二
年

生

で

、
Ｄ

Ｔ
第
二
期

は
小

学

六

年
生

で

、
乳

幼

児
期

の
追

加
接

種
と

し
て

受

け
る
必
要

が

あ
り

ま
す

。

風

し

ん
の
予

防
接

種

（
中
学

二
年

生
）

は

男
子
も
対

象

で
す

。

対

象

者
に

は

、
平
成
１１

年
５

月
に

通
知

を
し

ま
し

た
が

、
転
入

・
紛
失

等
で

予

診
票
の

な
い

人
（
表

１

）
は

、

中
央

保

健
福
祉
セ

ン

タ

ー

・
各

支
所

の
市

民

健
康
相

談
室

窓
口

、
ま

た
は

ハ
ガ
キ
記
入
要
領
を
参
照
し
て
申
し

込
ん

で

く
だ
さ

い

。

保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係
 
3
6
6
・
7
4
8
4

［
］
２

月

は
特

殊

建

築

物
の

定

期

検

査

の

報

告
月

で

す

不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
特

殊
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
建
物
や
設

備
が
適
切
に
維
持
・
保
全
さ
れ
て
い

る
か
な
ど
、
専
門
家
に
定
期
的
な
点

検
を
依
頼
し
て
、
市
長
に
結
果
を
報

告
す
る
よ
う
建
築
基
準
法
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

報
告
期
限
２
月
2
9日

対
象
階

数
が
五
階
以
上
の
事
務
所

・
事
務
所

部
分
を
有
す
る
建
築
物
で
、
地
階
ま

た
は
三
階
以
上
の
階
で
そ
の
用
途
に

供
す
る
部
分
（
機
械
設
備
の
設
置
さ

れ
る
部
分
を
除
く
）
の
床
面
積
の
合

計
が
千
平
方
㍍
を
超
え
る
も
の

建
築
指
導
課
建
築
指
導
係
 
3
6
6
・
7
3
6
8

表1

次の学年(対象年齢)で予診票のない

人 は、申し込みをしてください。

小学4 年生以上13歳未満で、日本

脳炎第2 期を受けていない人

小学6 年生以上13歳未満で、DT

第2 期 を受けていない人

中学2 年生以上16歳未満 で、日本

脳炎第3 期・風 しんを受けてい な

い人

［
］
平

成

１２

年

度

学

校

給

食

用

食

材

業

者

を

募

集

市

の
小

・
中
学

校
（
六
十
八

校
）
の

学
校
給
食
に
、
安
全
で
良
質
な
食
材

（
米

穀
を
含

む
）
を

安
定
的

に
納
入

で

き
る
食

材
業

者
を
募

集
し

ま
す

。

募
集

期
間
２

月
1
0
日

～
2
5
日

契
約
期

間
４

月
１

日
～

平

成
1
3
年
３

月
3
1日

の
う
ち

学

校
が
契

約
す

る
期

間※
初
め

て
参
加

を

希
望
す

る
業

者
を

対

象
に

２

月
1
4日

午

後
２

時
か

ら
中

央
保

健
福

祉
セ
ン

タ

ー
で
説

明
会

を
開

催
し

ま
す

。

①
す
で
に
納
入
実
績
が
あ
る
業
者

＝
直
接

希
望

す
る

学
校

②
初
め

て
参

加

を
希

望
す

る
業

者
＝
教

育

委
員
会

保
健
体
育
課
 
3
6
6
・
７
４
５
９

結婚まであとチョット・新婚ホヤホヤ講座

日　時 内　　　　　 容

３／４

午後1 時40 分

～3 時45 分

(午後13時30分受け付け)

もつと知ろう身体のこと!パートナーのこと！

｢安心し て妊娠・出産を迎えるために｣

講師市立病院産婦人科医師・村山和ｲ弋氏

｢日ごろ の健康管理・健康情報など｣

講師健康課保健婦

会場中央保健福祉センター　対象未婚または新婚の男女（1人

での参加も歓迎）　費用無料

3月2日 までに、電話で常盤平保健福祉センター 384-1333 へ

元
旦
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
正
解
は
「
ま
つ
と
し
」



広報ま つ ど2000 年(平成12年)2月5日

楽 し い 子 育 て 講 座 ・ 講 演 会 の 開 催

▼お父さんの子育 て講座 「ありんこ先生と遊ぼう」

①日時2月19日午前10時15分～11時15分　会場稔台市民センター

②日時2月19日午後２時～３時　会場新松

戸市民センター　内容お父さんと一緒に遊び、

身体を動かして寒さを吹き飛ばす　講師日本児

童遊戯研究所長・有木昭久氏　対象３歳児とそ

の父親　定員各25組（抽選）費用無料

▼ 子 育 て 講 演 会 「 子 育 て が い や に な る 時 つ ら い 時 」

日時2 月26 日 午後1 時30 分～3 時30 分　会場女 性センタ ーゆう まつど

講師恵 泉女学園大 学教授 ・大 日向 雅美氏　 定員70 人 （抽選）　費 用無料

※保育あ り （定 員は2 歳未満10 人 、2歳以上30 人 。費用はお やつ代200 円）

申し 込み方 法　2 月13 日（日）〔必着〕 までに 、往復 ハガ牛 に希望 する講座 （会

場名も）か講演会名・住所・氏名・お子さんの名前と年齢（保育が必要な人

の み）を記入し て 、〒271-0091 松戸市本 町14 の10　 松戸市女 性センタ ー内

「ぽとさ」 へ

一時保育ネットワークぱとさ・荒 349-4743 (午後8時～10時）

種イモを植えた時から、あなたは農園オーナー。成育状況を見ながら、イ

モ掘りが体験できます。新鮮なジャガイモをご家族で味わってみませんか。

期間種イモの植え付け（2月下旬）から収穫（6月下旬）　地区下矢切　区

画10平方㍍　費用一区画3,000円　予想収穫量16㌔程度

※植え付け、肥培管理は農家が行います。

２月18日 〔必着〕までに、往復ハガキに区画数・住所・氏名（フリガ

ナ）・電話番号を記入して、〒271-8588松戸市根本387の5松戸市役所農

政課内松戸市都市農業振興協議会じゃがいも係（366－7328）へ

21世紀の森と広場
パークセンター催し物

行事名

自然を楽し む ’わ’「肌で自

然を感じ よう ③」

みどりの講習会「半日陰に

咲＜花たちの育て方」

森のクラフト 教室「小鳥の

バードカービングを作ろう」

園芸教室「ツバキの品種と

育て方」

みどりの講習会「無農薬野

菜の育て方」

みどりの講習会「ハープ 講

座～ローズマリ一のすべて」

自然を楽し む ’わ’「木の枝

のクラフトの体験と準備」※

※自然を楽し む'わ'｢木の枝のクラフトの体験と準備｣の参加対象者は 、3/20  

の自然を楽しむクラフトにもボランティアとして参加できる人です。

●

・

●

・

・

●

●

●

●

●

・

●

●

●

●

●

●

●

●

・

ら
れ
て
い
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は

人
気
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
で
あ
る
。

ラ
ケ
ッ
ト
が
軽
く
柄
が
短
い
た
め

ボ
ー
ル
を
当
て
や
す
く
、
初
心
者
で

も
す
ぐ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
め
る
反
面
、

ゴ
ム
で
で
き
た
ボ
ー
ル
は
弾
力
が
あ

イ

ビ
ン

グ
し

て

ボ

ー
ル
を
拾

う
。

か

と
思

う
と

振
ひ
向

き

ざ
ま
思

い
も

よ

ら
な

い
方

同
ヘ

ボ
ー
ル

を
打

ち
返
す
。

「
方
向

、
角
度

、

ス
ピ

ー
ド
、

ス

ピ

ン
の

状
態
。

ど
こ

に
ど

ん
な
球

筋

で
返

す

か
、
頭
脳

プ
レ

ー
が
要

求

さ

ラ

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

は

一
九
五

〇
年
こ

ろ

ア

メ
リ
カ
で

誕
生

し

た
新

し

い
ス
ポ

ー
ツ
。

ス

カ
ッ

シ
ュ
に
似

て

い
る
が
、
正

面

の
壁

だ
け
で
な
く
左
右

後
方

の
壁

、
天
井

を

使

っ
て
も

よ
く

、
愛

好
者
は
世
界
で
千
五

百
万

人
に

も
上

る
。

日
本

で
は

あ
ま
り

知

が
な
く
格
闘
技
的

要
素
が
あ
る
」
と

い
う
。

強
烈
な
打
球
音

が
室
内
に
響
き
、

ボ
ー
ル
が
天
地
、

左
右
に
飛
び
ま
わ

る
さ
ま
は
「
立
体

ビ
リ
ヤ
ー
ド
」
を

思
わ
せ
る
。
選
手

が
自
在
に
コ
ー
ト

を
駆
け
巡
り
、

ダ

安
田
滋
美
さ
ん
は
昨
年
、
ラ
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
全
日
本
シ
ン
グ
ル
ス
選
手

権
大
会
女
子
で
優
勝
。
今
年
８
月
に

メ
キ
シ
コ
で
行
わ
れ
る
世
界
選
手

権

に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
す
る
。

り
、

思

っ
た

以
上

に
早

い
。
ト

ッ
プ

プ
ロ
の
サ
ー
ブ
は
時
速
三
百
㌔
を
超

え

る
。
コ

ー
ト

は
長
方
形

の
箱

の
中

で
、
六
面
す
べ
て
の
壁
を
使
う
。
「
相

手
と
同

じ
コ

ー
卜
に

立
つ

の
で
距

離

ラ
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に

情
熱
を
注
ぐ

れ
る
奥
深

い
ス

ポ
ー
ツ
」
で

あ
る

こ

と

も
魅
力

の

一
つ
。

安
田

さ
ん

は
中
学

か
ら

テ
ニ
ス

を

始

め
、

ス
ポ

ー
ツ
好

き
だ

っ
た
こ

と

も
あ
り
、
高
校
を
卒
業
す
る
と
社
会

体

育
の
専

門
学

校
に
入

学

、
授
業

で

ラ
ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル
に
出

会
う

。
す
ぐ

そ

の
魅
力

に
魅

せ
ら

れ
た

。
卒
業

し

て

ス

ポ
ー
ツ

ク
ラ

ブ
に
就
職

す

る
と

イ

ン
ス

ト
ラ

ク

タ
ー
に
な

る
。
同

時

に
選
手
と
し
て
も
頭
角
を
現
し
、
一

九

九
六
年

の
全

日
本

ダ
ブ
ル
ス
で

準

優

勝
。

そ
こ
で

壁
に

ぶ
つ

か

る
。

「
も
っ
と

強
く

な
り

た

い
」
。
生
来

の
負
け

ん
気

が
頭

を
持
ち

上

げ
、
本

場

の
ア

メ
リ

カ
で
修

行
し

よ
う

と
渡

米

を
決

意
。

約
一
年

間

プ
ロ

ツ
ア

ー

に
参
戦

し

つ
つ
、

練
習

に
明
け

暮

れ

た
。
そ

こ
で

覚
え

た
こ
と

は

パ
ワ

ー

だ
け
で

な
く

テ

ク
ニ

ッ
ク
も
必
要

と

い
う

こ

と

。
「

テ

ク

ニ

ッ
ク

が

あ

れ

ば
女
性

が
男

性

に
、
年
長

者

が
若
者

に
勝
て

る
ス

ポ

ー
ツ
な

ん
で
す
」
。

帰
国

し
、
日

本

ラ
ケ

ッ
ト

ボ
ー
ル

協

会

に
勤
務

し
つ

つ
全
日

本
選
手

権

や
ジ

ャ

パ
ン

オ

ー
プ
ン
に

出
場

。
昨

年
1
1
月

の

シ
ン

グ
ル
ス
で

初
優

勝
し

た
。

学習資料展
教抖書のなかの

道具とくらし

私たちは、毎日を便利に過ごすため、

いろいろな道具を作り、改良して道具た

ちと関わって生きてきました。そんな道

具を見ていると、それが活躍していた時

代の暮らしの様子が伝わってきます。

今回の学習資料展では、小学校の社会

科の教科書に出てくる昔の農機具や生活

用具約１４０点を展示し、それらを使っ

た暮らしぶりを紹介します。

■会期　2月15日 ～4月９日

■時間　午前9時30分～午後5時

（入館は午後4時30分まで）

■会場　市立博物館企画展示室

■観覧料　無料（常設展は有料）

■交通　新京成八柱駅･JR 武蔵野線新

八柱駅から新京成バス「小金原団地循

環」行きで「公園中央囗」下車

問い合わせ　市立溥物館 384-8181

も

っ
と

も
大

会
事

務
局
と

し
て
自

分

の
試

合
直
前

ま
で

運
営

に
た

ず
さ

わ
り
、

ウ
ォ

ー
ミ
ン

グ
ア

ッ

プ
も

そ

こ

そ
こ
に
試
合

に
臨

む
こ
と
も
あ

る
。

「
協
会

の
事

務

も
あ

る

し

、
普

及

活

動

や
若

手

の
指

導

も
し
た

い
。

選
手

と

の
二

足

の
わ
ら

じ
を

は
く

の
は
大

変

」

と

話

す

一
方

で

、
「
で

き

れ

ば

世

界
選

手
権

で

ベ
ス
ト
８

を
目

標
に

入

賞
し

た

い
」

と

熱
っ

ぽ
く
語

る
。

こ

れ
か
ら

も
選
手

と
し
て

活
躍

さ

れ
る
こ

と
を
期

待
し

た

い
。

（
松

戸
市

出
身
）

■関連イベント
Let' ｓ　チャレンジ！

ちょつと昔のせんたく＆アイロン体験

あんどんは昔の照明

器具でし た

たら いと 洗 濯板 、炭 火ア イロ

ン 、ひのし を 使い ま す。

日 時2 月26 日 ～4 月８日 の第2

・4 土 曜日 午前10 時～ 午後3 時

会 場プ レ イル ーム 前テ ラ ス

※事前 の予 約 は必 要あ り ませ ん。

身 に覚 えの な い請 求書 に 注意 １

～ニセの電話サービス請求が

増えています～

ある日、身に覚えのない請求書が送

られてきた。また、電話で請求された、

といった経験はありませんか？

最近､「ツーショットダイヤル」の使

用料の請求書が突然送られてきたとの

相談が多数寄せられています。

このようなときは、決して支払って

はいけません。もしも被害にあったら

警察に届け出ましょう。

一度支払ってしまうと、再度請求さ

れることがあります。

消費生活センター 365-6565

市立博 物館 で博物館実 習の申 し

込 みを受け付 け

受付期間2月８日 ～2月18 日

対象博物館法施行規則第1条第1項第5

号に規定されている博物館実習の単位

修得を希望する人　実習期間7月～８

月　定員15 人程度

市立博物館学芸係 384-8272

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

366-0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11B#

◆休日土曜日夜間歯科診療所

365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

ラケットボール
全日本シングルス優勝

安 田 滋 美 さん

電話でパークセンター 345-8900 へ
※いずれも先着順です。


